
の

梱
」

く

9

`

㎜

ぎ

・架

㌧

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

第 第 緒
第_第 第 第_

BA章}一 章

節 節 節 節.盲

國
際
的
景
氣
關
聯

景
氣
の
國
際
的
傳
播

世
界
的
景
氣
系
列
と
地
方
的
景
氣
系
列

景
氣
の
國
際
的
分
裂

続
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

劉
内
纒
濟
の
統
制

農

業

統

制

崖
業
及
び
漕
費
続
制

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

＼

高

橋

.次

,

一

β良

こ

'

』㌧='



二

 

C

儂
絡
及
び
投
資
統
制

第

二

節

魁
郷
纒
濟
の
統
制

A

貿

易

統

制

㌦

B

本
、位
制
統
制

C

信

用

統

制

結

胃緒

胃

 

一
九

三
三
年

以
來
ド
イ

ツ
民
族

が
建
設
し
た
よ
う
な

一
民
族

の
政
治
的

・
文
化
的

・
脛
濟
的
及
び
肚
會
的
生
活
秩
序

及
び
精
神

生
活
を
僅

々
激
年

に
し

て
深
く
攣
革
し
薪

し
く
構
成

し
直
し
た
と
云

ふ
様
な
事
は
、
入
類

の
騰
吏

に
於

い
て
稀

に
見

嬢
ご

と
に
属

す
る
。
斯

く

の
如
く
謂
は
れ

る
所

以

の
も

の
は
,
實

に
ド
イ
ツ
が
そ

の
深
刻
な

る
世
界
恐
慌

の
眞

只
申

か
ら

よ
く
脆

出
し

て
所
謂

『
國
家
景
氣

』
o。
酔魯
9
β
君
葱
属
昌
ぼ
鐸
目
を
創
り
出
し
、
喝
れ
を
通

し

て
増
大

せ
ら
れ
た
彪
大
な
る
軍
備
を
擁

し
て
欧
羅
巴
に
互
歩
を
運

び
つ

、
あ
る
事

に
基
く
。

ナ
チ

ス
の
劃
期
的
攣
革

に
よ

つ
て
齎
ら
さ
れ
た

『
國

家
景
氣
』

は
、
勢
働
振
興
政
策

・
軍
備
擬
張
政
策

・
原
料
自
給

政
策
な

ど

を
根
幹

と
す

る
國
家

註
文

・
國
象

金
融
及
び
國
民
大
衆
の
犠

牲
的
支
援

に

よ

つ

て

煽

揚

せ

ら
れ

て
居

る
擬
似
景
氣

で
あ
る
。

こ

れ
は
、
全
ぐ

ナ
チ
ス
の
経

濟
政
策

に
ょ
.つ
て
創
り
邸

さ
れ
て
居

る
も

の
で
あ
る
。

こ
の

『
國
家
景
氣
』
を
封
象
と
す
る
分

析
は
、



り

之

を
私
は
最
近
他

の
と
こ
ろ

で
行

つ
た
。
'そ
こ

で
、
亥

に
、
覗
角
を
大
廻
輻
さ
せ

て
、
ナ

チ
ス
の
統
制
維
濟

と
他

の
諸
國

の
國
民

維
濟

と

の
聞

に
鷲
け
る
景
氣
攣
動

の
國
際

的
關
聯
性

を
観

る
。
即
ち
侮

ナ
チ

ス
的
統

制

の
下

に
在

る
ド
イ
ツ
の
薪

秩
序

は
篤
從
龍

の
如

き

『
國
際
的
景
氣
傳
播
』

に
於

い
て
如
何
な

る
關
係
を
獲
得
す

る
も

の
で
あ
る

か
?

そ
れ
ば
爾

ほ
如

何
な
る
程
度

に
於

い

て
委
當
す

る
も

の
で
あ

る
か
?
・

今

こ
れ

が
問
題
と
な

る
。

F

'

.

私

は
.
.
最
初

ベ
ル
ツ

ン
景
氣

研
究

所

に
於

い

て
、

統
制
維
濟

一
般

の
國
際

的
景
氣
關
聯
性
を
研
究
し

よ

う

と
考

へ
た
。

し
か

し
ハ、
今

日
そ

の
建
設

途
上

に
あ
る
所
謂

『
全
艦
主
義

國
家
群
』

の
統
制
維
濟
は
各

々
其

の
形
態

や
深
度

に
於
病

て
相
異
り
、
抽
象

的
分
析

に
い
さ

、
か
不
都
合
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
れ
故

に
、
そ

の
中
か

ら
典
型
的
な
も

の
と
し
て
ド
イ

ツ
の
統

制
経
濟
を

と
り
出

し
、
大
艦

そ

こ
で
行

は
れ

て
居
る
統
制
的
措
置

を
…封
象

と
し

て
研
究

を
進

め
る
事

に
し
た
。
そ

の

一
磨

の
報
告
が
こ
れ

で
あ
る
。
・

我
が
國

に
於
け
る
統
制
経
濟
も
幾
多

の
範
を
盟
邦
ド

イ
ツ
に
探

つ
て
居

る
今

日
、
こ

の
企

て
は
以

つ
て
他
山

の
石
と
な
し
、
國
際

的
景
氣
關
聯

の
中

に
於
い
て
統
制
脛
濟

が
如
何

な
る
關
係

を
持

つ
か
を
識

ら
し
む

る
に
足

る
で
あ
ら
う
。

第

一
章

國
際
的
景
氣
關
聯

第

節

景
氣
の
國
際
的
傳
播

資
本
主
義
的
工
業
生
産
と
共
に
生
れ
出
た
維
濟
生
活
の
波
駅
蓮
動
は
、
普
通
之
を

『
景
氣
』

続
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

囚
8

冒
昌
窪
母

と
呼
び
慣
し
て
居

三

1)『 研究年報 、経濟 學』(東 北帝 國大學経贋學會)、Ioee(1939)
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け

∵

毒
蓬:
「
・

.

ド

四

る
ゆ

資

本

主

義

的

再

生
産

過

程

の
中

に
波

…状
運
動

が
起

る

の
は
・、
景

氣

が

循

環
す

る

事
を

意

味

す

る
ゆ

だ
・が

、
「
景

氣

循

環

は

鴨

軍

わ

に
類
似
ぜ
る
も
の
」
再
覗
詫
過
響
す
、
伺

一
歌
態
の
永
久
的
反
覆
で
は
な
い
。」

景
氣
の
循
環
的
憂
動
に
於
い
て
、
そ
の
過
程
が

ア

の

ぞ

ロ

ロ

コ

ロ

こ

次
第

に
國
際
性
を
帯
び
る
檬

に
な
り
、
そ

こ
に

『
國
際

的
景
氣
關
聯
』

が
獲

生
す

る
様

に
な

つ
た
。
即
ち
、
「
世
界
経
濟

の
完
成
と

わ

共

に
、
國

民
的
景
氣

の
並
存
性

が
統

一
朗

世
界
景
氣

に
成
生
す
る
。
」

と
は
云

へ
、
仔
細

に
観
察
す

る
な

ら
ば
、
個

々
の
國

に
於

け
る
景
氣

攣
動

の
経
過
は
多
様
性
を
示
し
、
必
す

し
も
同

一
の
時
期

に
好
況
期

の
最
高
瓢

や
恐
慌

の
最
低
貼

に
到
達
し
て
居

る
と

云
ぺ
な

い
も

の
も
あ
診

、
又
そ

の
集
約

性

に
竜
相
異
れ

る
も

の
国
存

す

る
事
が
判
る
。

け
れ

ど
恋
、
.
特

に
前
世
紀

の
申
頃

か
ら

は
、
各
國

の
景
氣

の
動

き

に
同
レ
様
な
傾
向

の
あ
る
事

が
認
め

ら
れ
る
様

に
な

つ
た
。
そ
し

て
、
・景
氣
攣
動

の
國
際
化
は
、
景
氣

の
理
論

的
研
究

に
於

い
て
常

に
問
題
と
せ
ら
れ
、
景
氣

の
國
際

的
關

聯
性

は
景
氣
論

及
び
世
界
経
濟
的
研
究

の
主
要
な
る
論
題

と

な

る
に
至

つ
た
o

」

・

r

「

り

・

、

・

∴

.一
そ

ヒ

で
」
景
氣

の
國
際

的
關
聯
性

の
分

析
は
、
『
國
際

的
景
氣
攣
動
要
因
』

ぎ
需
旨
柱

o
ロ
拙
o
囚
。
昌
"縄
昌
ぼ
信
同h"
ぼ
。
目
。
昌

と
云
ふ
様

な
も

の
が
存
す

る
か
ど
う
か
と
云
ふ
問
題
の
提
起

を
も

つ
て
開
始

せ
ち
れ
な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。
そ

こ
で
、
.
全
世
界
経
濟

の
申

に
、
統

』
的
な

・
並
行

的
な
景
氣
攣
動
を
惹

き
起
す
様
な
有
力
な
原
因
を
見
出
す
事

が
出
來
る

で
あ
ら
う
か
、

と
問

ふ
。

　

　

ろ

る

・。
之

に
封

し

て
、
太
陽
黒
鮎
論

で
有
名
な
ジ

ェ
ボ
シ

ス

(≦
「●
◎。
窟
巳
昌

智
ぎ

諺
)
や
降
雨
量
読
、の
ム
エ

ァ

人
国
導
歴
昆
ミ
亀

]≦
o
母
ε

の
如

き
外
生
的
恐
慌
原
因

に
撮

る
學
者

は
ハ
牧
穫

の
多
寡
を
通

℃
て
ゆ

世
界
景
氣

の
並
行

性
を

主
張
す
る
心
然

」
乍
ら
、
そ
れ
が

つ

お

ニ

誤

り

で
あ

る
事

は
統

計

的

維

験
的

研
究

に
よ

つ
て
容

易

に
示

さ

れ

る
。

ー

.

・
"

多

:

〆

'
,・、ー

1)
2)

3)

4)

EmstWagem昂n病Wi虻s窒haξtspolitische$trategミe・'耳amburg・ 。1937bS・68・

Dr.Arbertv.M蕊hlenfels,InternatlonaleKonjunkturzusammenhange.σahr-

b銭cherf践rNational6konomieundStatistik.130.Band,6.Heft、S.801.
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、ン
叉
、

ヨ
技
術

の
更
新

が
國
際
的
景
氣
攣
動
要
因

で
あ

る
と
云
ふ
読
も
あ
る
。
し

か
し
、
経

験
は
,
技
術

の
更
新

が
各
國

で
同
時

に

行

は
れ
る
諜

の
も

の
容
は
な
く
、
叉
そ
れ
が
各
國

の
景
氣
攣
動

の
態

様

に
野

し
で
各

為
異

つ
た
作
用
を
與

ぺ

る

も

の

で
あ

る
事

を
、
明
か

に
す

る
Q

,

芦

、
」

、

.

.

p

　

・
、"

毒

鱈

一
斯
様

に
し

て
観

る
と
、
國
際
的
景
氣
蓮
衡
が
國
際
的

要
因

に
よ

つ
て
惹

き
起

さ
れ

る
事

は
,
否
定

せ
ら
れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
q

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
唯
國
民
経
濟
的
な
景
氣
攣
動

の
輕

過
が
大
な
る
領

域
に
ま

で
画
際

的

に
傳
播
す
る

に
過
響
な

い
も

の
鷺

あ

る
、
と
云
は
ざ

る
を
得
な
く
な

る
。
此

の
景
氣

の
國
際

的
傳

播
は
、
女

の
二

つ
の
途
を
辿

る
。
.

盾

,

∴

F

一
、
世
界
交
易
経
濟

の
内
部
に
於
げ

る
経
濟
的
傳
播

の
途
。

べ
二
,
杜
會

心
理
的
、
特

に
群
集

心
理
的
傳
播

の
途
。

先

づ
第

』
に
問

題
と
な

る
の
は
、
第

一
の
経
濟
的
傳
播

の
途

で
あ
る
q
、ζ
れ
は
、

一
つ
の
國
民
経

濟

の
内
部

に
於

け
る
景
氣

の

國
内
的
傳
播
と
云

ふ

一
般
的
過
程

の

一
つ
の
特
別
な
現
は
れ

で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
此

の
場
合
、
商
品

・
勢
働
力

及
び
資
本
が
自

由

に
流
通
す
る
な

ら
ば
、
そ

の
國
際

的
な
景
氣
關
聯
性
は
強
く
、
景
氣

の
國
際

的
傳

播
力
は

大

で
あ
る
。
極
限

的
な
場

合
を
想
定

迄

て
、
商

品

の
貿
易

に
も
,
、資
本

の
國
際

的
移
動

に
も
、
ま

た
勢

働
九

の
國
際

的
移
動

に
も
、
何

等

の
障

害
が
存
し
な

い
と
す
る

な

ら
ば
、
そ

こ
に
行
は
れ
る
世
界

交
易
維

濟
は

一
つ
の
統

一
的
な
世
界
統
髄
経
濟

に
ま

で
高

め
ら
れ
得
る
。
そ
れ
は
、
世
界
全
盟

が
恰

も

一
國

民
経
濟
を
な
す
か

の
如
く
機
能
す

る
も

の
で
あ
り
得

る
。
し

か
し
、
此

の
様
な
事

は
、
未

だ
現
實

に
行

は
れ
た
事
が

な

い
o

ヤ

』、

σ

石

.

.、

!

・

;

統
制
縄
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

.

五

5)W・C・Mitche1】,BusinessCycles,P.448.

6)B.Kuske。DieBedeu加ngEuropasf菰rdie

K61n,1924,S.53。undpass三m.
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六

.
此

の
経

濟

的

傳

播

に

は

、

水

亭

的

傳

播

と

垂

直

的

傳

播

と

が

あ

る

、

と

フ
ォ

ン

・
ミ

ユ
ー

レ

ン

フ

ェ
ル

ス

(〈
O
挿

罎

自
ゴ
O
一〇
昌
剛O
一〇り
)

わ

は

日
ふ
。

・

h
、

、

.

`

,

,
湖
垂
直
的
傳
播

に
於

て
は
,
原
料
品
か
ち
完
成
品

に
、
供
給

か
ら
需
要

に
、
叉
は
そ

の
反
封

に
、
と
云

ふ
様
な
方
向

に
景
氣

が
國

際

的
に
傳
播
す

る
。
こ
れ
は
、
主
と
し

て
、
個

々
の
生
産
段
階

の
關
聯

に
よ

つ
て
決

め
ら
れ

る
。

水
畢
的
傳
播

に
於

い
て
は
、
個

々
の
経
濟

が
同

一
市
場

(
例

へ
ば
供
給

の
側
)

で
互
ひ
に
競
箏
す

る
事
を
通

じ
て
國
際

的
景
氣

歌
態

の
部
分
的
攣
動

が
惹
き
起

さ
れ

る
事
に
な

る
。

、

.

.

、.

そ

し

て
、
垂
直
的
傳
播

に
樹
す
る
最

も
主
要
な

る
故
障

は

一
方

の
猫
占
的
地
位

で
あ
り
、
水

挙
的
傳
播

の
そ
れ
は
市
場
領
域

の

狭

い
と
鼓

ふ
事

で
あ

る
り

と
こ
ろ
で

、

一
國
民
経

濟
の
維
濟
的
活
動

の
範

園
が
他
國

の
景
氣

と

の
關
聯

に
於

い
て
攣

動
し
た

に
し

て
も
、
若

し
も
そ
れ
が

輩

に
輸
出
　叉
は
輸
入
量

の
墾
動

に
の
み
基
風
も

の
で
あ

る
な

ら
ば

.
そ
れ
は
未

だ
景
氣

の

『
感

受
』
を
完

了
し
た
も

の
と
は
云

へ

な

い
。
國
内
的
供
給

、
'特

に
國
内
的

需
要
に
影
響
す
る
事
を
以

つ
て
、

一
國

が
ら
他
國

へ
の
景
氣
攣
動

の
感
受

は
完
了
す

る
事

ど

・

め

な

る

の
で
あ

る
。
併

し
乍

ら
.
こ
の
事

は
、
市
場
均
衡

の
畢
純
な

る
過

程

を

通

し

た

黛
け

で
は
満
足

に
読

明
す
る
事
ぼ
出

來
な

い
。
別

の
要
素
を
そ
れ

に
附
け
加

へ
て
見

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

つ
ま
り
、
此
虞

に
特

に
思

惑
的
要
素

が
登
場

し

て
來

る
q
そ

し

て
、
、
此

の
思

惑
的

な
心
理
的
要
素

は
、,
企
業
家
精

紳
と
云

ふ
檬
な

も
の
と
結

び
り

い
て
世
界
景
氣
め
蓮
動

に
影
響
を
與

へ
る
事

に

な

る

の

で

あ

る

。

.

一

.

'

、

,

㌔

"

`

誉

陛
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㌔

第

二

笛

}
.世
界
黎

氣
系
列
と
地
方
舶
景
氣
系
列

を

、
景
氣
攣
動

の
國
際
的
關
聯

の
全
楷
梯
を
そ

の
波

長

に
從

つ
て
國
際

的

に
比
較
す

る
と
」

そ
こ
に
吾

々
は
多

か
れ
少
か
れ
國
際
的

蘭

聯

の
密
接
な
景
氣
系
列

と
、
殆

ん
ど
斯

か
る
關
聯

の
な

い
景
氣
系
列

と
を
見
田
す
。

、

…

.
,

、

、
自

.
一
・卜・

一.㌦
前
者

は
、
明
白
な
並
行
蓮
動
、
縫
起

蓮
動
ま

た
は
封
立
蓮
動

の
形
態
を
と

つ
て
、
國

民
経
濟

の
全
領
域

の
み
な

ら
す

世
界
経
濟

に
套

で
簿
播
す

る
昏

の
で
あ

る
か
ら
、
吾

汝
は
之
を

『
世
界
的
景
氣
系
列
』

冨
。
&

置

吋。
穿
9

叉

は

『
ド

、、、
ナ

ン
テ

ン
』

O
o
ヨ
7

§
暮
窪

と
呼

ぶ
。
此

の
系
列

鷲
囑
す

る
竜

の
は
、
短
期
金
髄
市
場

の
利
率
、

一
定

の
原
料
品
及
び
牛
製

品

の
債
格
、
大
市
場

に
於

け
る
取
引
物
件

の
債
格
墜
動
な
ど

で
あ

る
と
、

ワ
ー
ゲ
.マ
ン
博
士
は
日

加
。

こ
れ

ら

の
も

の
玉
國
際

的
な
密
接
な
關
聯

は
、
國
際

的
交

通
及
び
通
信
が
審
易

に
な

つ
た
事

の
結
果
と
し

て
襲
生
し
た
も

の
で
あ

る
。

從

つ
て
、
若

し
も
斯

か
る
國
際
的
交
易

が
阻
害

ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
.そ
れ

に
封
慮

し

て
、
こ
れ
ら

の
も

の
は
ド

・㍉
ナ

ン
テ

ン

(
薦

和
絃
)
た
る

の
性
質
を
失

ふ
に
至

る
。
之

に
反

じ

で
國
際

的
交
易
關
係
が
緊
密

で
あ
れ
ば
あ
る
程

、
世

界
的
景
氣
系

列
は
絶

え
す
多
様
な

る
需
要
及
び
供
給

に
於
け

る
攣
動

の
影

響
を
う
け
、
そ
れ
が
た
め

に
容
易

に
且

つ
活
鍍

に
反
鷹
す

る

の
懸
あ

る
。

,,

.
ご

ぎ

リ

ツ

チ

後
者

.
即
ち
多

か
れ
少
が
れ
そ

の
立
場

(。。
9
巳

。
邑

に
拘
束
さ
れ

て
居

る
維
濟

要
素

に
關
係
す

る
所

の

『
地
方
的
景
氣

系
列
』

包
。σQ
ご
壼
剛同⑦
旨
3

は
沸
前

述

の
櫃
界

的
景
氣

系
列
と
は
そ
,の
性
質
を
異

に
す

る
。
こ
れ

に
属
す

る
も

の
は

、
同
じ
ぐ

ワ
ー
ゲ

マ
ン
博

め

圭

に
擦
る
と
、
-家
賃

『
俸
給

及

び
賃
銀
等

で
あ
る
。
そ

の
他
、
小
費
債
格
窓
之

に
屡
す

る
。
何

と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
著

L
く

地
方

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

七
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卜

・

㌦

・

畢

・

電

冤

、

『

・

八

的

制
約

を
蒙

る
慰

の
で
あ
る
か
ら
。
小
費
商

の
経
費

の
申

に
は
固
定
費

と
し

て
家
賃

ゼ
給
料
等

の
地
方

的
景
氣
系
列
を
含
み
、
叉

・そ

の
需
要

の
側

に
は
地
方

的
所
得
歌
態

が
作

用
す

る
の

で
あ
る
。
,

「

、・

、

♪

で

,
一

,
!

景
氣

攣
動

の
諸

要
素

の
反
慮

性

(幻
8
㈹
崖

浮
飢
齢)
と
順
慮
性

(》
ロ
饗
器
彗

σq
切號
臣
αQ
冨
犀
)
と
ぱ
主
と
し
て
場
所
的
制
約

の
程
度

に

佼
存
す

る
も

の
で
あ

る
。
此

の
事

は
、
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ョ
シ
時

の
貨
幣
債
値

の
下
落

に
際

し
て
、
各
箇

の
攣
動
系
列

が
外
國
爲
替

ラ

相
場

に
從

つ
て
攣
動
す
る
時

の
遽
度
と
強
度

と
を
観
察
す

る
と
、
判
然

と
認
識
す

る
事
が
幽
來

都
。

こ
牝

と
同
様

の
こ
ど
昧
、
皇
尽

氣
攣
動

の

『
傳

播
速
力
』
.
腎
自
な
欝

蔚
彗

槻
禮
$
9
鼠
昌
島
σQ
"
昏

、
に
於

い
て
も
観

ら
れ

る
℃
特

に
多
く

の
原
料
品
便
格

の
如

き
世
界

的

景
氣
系
列
は
、
・
小
費
物
債

及
び
賃
銀

の
如
き

地
方
的
景
氣
系
列

よ
り
遙

か
に
急
激

に
反
懸
す

る
の
は
.

.
明
か
な
事

で
あ
る
。
.

・

第

罠

節

景
氣

の
國
際
的
分
裂

、帽前
述
せ
る
が
如
く
、
諸
國
民
経
濟
が
國
際
的
市
場
交
通
に
ょ
つ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
、
そ
ζ
に
景
氣
攣
動
の
風
際
的
順
慮
性

が
現
は
劇
て
景
菊
の
並
行
運
動
を
見
る
の
み
な
ら
ナ
、
又
世
界
経
濟
に
於
け
る
景
氣
攣
動
の
反
慮
性
も
現
は
れ
て
世
界
景
氣
が
分

へ

裂
蓮
動
を
起
す

に
至
る
q
此

の
景
氣
分
裂

の
蓮
動

に
影
響
す

る
薮

の
と

し
で
、
特

に
次

の
二

つ
の
要
素

を
観
察

の
申

に
入
れ
な

け

れ
ば
な
3
な

い
。
即
ぢ
、
各
國
民
輕

濟

の
構
造

の
差
異
と
各
國

の
維

濟
政
策
。

、
「

～

,

・
'

』
・、
,し

.
、

里

馨

を
も
つ
二
潤
の
塑

於
芝

は
國
糠
的
旦毒

播
の
禁

蛋

蓄

る
蛮

く
に
考
へ
ら
れ
る
け
れ
ξ

、
そ
れ
は

間
違
ひ
で
あ
る
。
國
際
景
氣
の
李

的
俺
極

、

一
磐

書

的
像
播
よ
り
も
よ
碁

く
の
馨

に
遭
遇
す
る
も
の
で
あ
る
・
此

3)Ebenda,S.・67・=



σ
場

合

に
は
、
從

つ
セ

、
當

該
爾
國

が
参
加
す

る
と

て
ろ

の
國
際
的
市
場
領

域

の
歎

が
如
何

に
大

で
あ
る
か
を
槍
討
し
な
け
れ
ば

な

ら
ぬ
。
.若

し
そ
れ
が
非
常

に
大

で
あ
る

場
合

に
は
、
景
氣

の
波
及
は
勿
論
行

は
れ
得
る
も

の
で
あ

る
。

。

・.
構
造
的
に
補

是
し
合

ふ
二
國

、
特

に
そ

の
聞

に
生
産

に
就

い
て
分
業

の
行

は
れ

て
ゐ
る

二
國

の
國
際
的
景
氣
關
聯

は

ヨ
リ
恵
ま

れ
た
も

の
で
あ

る
。
勿
論

、
此

の
様
な

垂
直
的
景
氣
傳
播

の
場
合

に
於

い
て
慰
、
そ
れ
が
第

三
の
國
際
的
市
場
を
通

し

て
垂
直

に

結
合

さ
れ

る
様
な
場
合
も
あ
り
得
る
。
、

、

、

め

完

全

に
構
造

の
異

る
も

の
は
、
し

か
し
前
二
者

と
は
異
ρ
、
景
氣

簿
播

の
た

め
の
地
盤

を
失

ふ
Q

,
次

に
、
維
濟

政
策

と
景
氣
傳

播

の
關
係

に
移
る
。
國
民
経
濟

的
景
氣

と
世
界
経
濟
的
景
氣

と

の
本
質
的
な
差
異

は
、
個

々
の
國

の
輕

濟
生

活

に
封
す

る
維
濟
政
策

の
影
響

の
不
統

一
性

の
中
に
見
出

さ
れ
る
。
.國

家

の
封
外
維
濟
的
方
策

に
は
種

々
あ
る
が
、
そ

の
申

で
景
氣

の
國
際

的
關
聯
を
妨
害
し
、
そ
れ
を
分
裂

に
導

く
様

な
措
置

、
即
ち
國
際
脛
濟
的
交
易

を
阻
害
す
る
様
な
維
濟
政
策

が
今

こ

曳
で
問
題
と
な

る
課

で
あ
る
心
そ
れ

に
は
、
.次

の
三
種

の
方

法
が
あ

る
。

幻

貿

易

政
6策

'

・

ピ

ー

:

,

MB

本
位
制
政
策

。

、

二

,

、
,
・

、

MC

信

用

政

策

.

(
國
際

維
濟
關
係
は
世
界
大
職
後

り
般

に
著

し
く
害

は
れ
、
國

境
は
吹
第

に
商

品

の
國
際
的
移

動
の
た
め
の
障
害
と
な

つ
た
。
現

代

の
生
産
力

が
常

に
各
國
家

の
國

境
を
超

え

て
稜
展

し
よ
う

と
す
る

の
に
甥
し

て
、
,
現
下

の
貿
易
政
策

は
國
民
維
濟

の
世
界
維
濟

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

幽
九
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、

'

一

〇

わ

的
關
係
を
常
に
張
く
強
く
束
縛
し
、
・そ
れ
は
商
品
の
移
動
と
峻
烈
な
る
封
立
を
演
℃
て
居
る
。
若
し
も
或
る
國
が
封
鎖
政
策
に
導

く
様
な
關
税
政
策
を
探
用
す
る
な
ら
ば
、
此
の
商
品
交
易
乏
武
ふ
方
面
に
於
け
る
景
氣
の
國
際
的
關
聯
は
切
断
せ
ら
れ
る
事
忙
な

る
。

、
`

世
界
の
維
濟
政
策
的
協
調
の
中
で
、
吾

々
の
知
つ
て
居
る
最
も
大
規
模
な
も
の
は
、
貨
幣
本
位
制
度
の
關
聯
で
あ
る
。
蓋
し
、

共
通
の
金
本
位
制
は
絶
え
す
動
揺
す
る
支
梯
勘
定
の
バ
ラ
ン
ス
の
端
額
決
濟
を
極
め
て
容
易
に
す
る
事
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。

國
際
的
牧
支
の
決
濟
は
金
の
移
動
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
多
数
の
導
管
組
織
と
似
て
居
る
。
申
央
銀
行
に
よ
つ
て
國
際

的
に
綿
密
に
行
は
れ
売
信
用
政
策
特
に
割
引
政
策
は
此
の
精
緻
な
る
」且
働
機
構
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
事
實
に

の

於
い
て
金
本
位
制
と
共
に

『
政
治
維
濟
學
の
國
際
的
艦
系
」
の
第

一
の
手
か
が
り
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

験
前
に
於
い
て
は
、
國
際
的
資
本
移
動
の
差
額
決
算
は
、
軍
に
本
位
制
度
及
び
嚢
雰
銀
行
制
度
に
よ
つ
て
入
念
に
規
整
せ
ら
れ

て
居
た
の
み
な
ら
ず
、
又
信
用
錯
綜
の
全
基
本
核
心
は
當
時
支
配
的
で
あ
つ
た
牧
釜
経
濟
の
自
動
機
構
に
よ
つ
て
調
和
的
に
形
成

ぜ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
9
此
0
場
合
、
機
械
的
な
決
濟
は
最
も
よ
く
取
引
所
正
規
の
短
期
信
用
の
領
域
に
於
い
て
高
度
に
嚢
達

ぜ
る
爲
替
裁
定
を
保
誰
し
た
q
『
貨
幣
市
場
の
蓮
帯
性
』
ば
必
ナ
し
慰
同
じ
程
度
で
資
本
市
場
の
協
働
に
封
態
し
は
し
な
か
つ
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
、
そ
の
關
聯
は
更
に
著
し
く
弛
綾
を
來
し
て
居
る
q
諸
國
の
貨
幣
市
場
の
運
動
は
極
め
て
頻
繁
に
相
互
に
峻

嚴
な
る
矛
盾
に
隆
つ
て
居
み
。
資
本
市
場
に
於
い
て
も
、
吾
々
に
異
常
に
著
し
い
利
子
率
の
相
蓮
を
認
め
る
。
そ
れ
が
た
め
に
國

の

際
的
資
本
移
動
ば
著
し
く
妨
げ
ら
れ
る
に
至
つ
て
居
る
9

`

2)

3)

4)
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.
」國
際
資
本
の
移
動
が
資
本
輸
入
厨

に
順
調
な
る
景
氣
の
獲
展
を
招
來
す
る
こ
と
に
就
い
て
は
何
等
の
誰
明
も
必
要
が
な
い
程
で

あ
る
ゆ
必
要
な
る
資
本
を
外
國
に
仰

い
で
行

は
れ
る
物
質
的
生
産
設
備
の
損
張
は
、
各
種
の
財
の
需
要
の
高
ま
つ
た
事
を
意
味

し
噂
そ

の
結
果
利
得
が
増
大
す
る
。
し
か
し
、
資
本
輸
入
の
停
止
は
.
猫
か
景
氣
上
昇
の
停
止
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
す
、
時
に

め

は
景
氣
の
後
邊
を
も
意
味
す
る
に
至
る
o

、
之
に
封
立
し
て
、
國
際
資
本
移
動
と
結
合
し
て
資
本
輸
出
に
現
は
れ
る
景
氣
攣
動
が
あ
る
。
費
本
輸
出
が
自
國
の
貯
蓄
量
増
大

の
結
果
と
し
て
嚢
生
す
る
場
合
に
は
、
從
つ
て
利
子
の
喰
違
ひ
が
供
給
者
側
か
ら
起
る
場
合

に
は
、
竜
そ
こ
に
何
等
の
問
題
も
な

い
。
し
か
し
、
資
本
輸
出
の
刺
戟
が
外
國
側
即
ち
需
者
側
か
ら
な
さ
れ
る
時
に
は
,
多
く
の
場
合
資
本
輸
出
の
経
濟
駄
態
に
悪

い

影
響
を
及
ぼ
す
。

一
九
三

一
年
の
資
本
同
牧
に
よ
つ
て
稜
生
し
た
國
際
的
金
融
恐
慌
に
際
し
て
現
は
れ
た
資
本
逃
遜
は
、
特
に
申

の

欧

の
債

務
國

か
ら
そ

の
経
螢
費
本

の
著
し

い
部
分
を
奪

ひ
去

つ
て
し
ま

つ
た
。

、

,

「

.

,

-

斯
檬

に
し

て
。
'
景
氣

の
國
際
的
運
動

に
は
、
軍

に
並
行

運
動

が
あ

る
の
み
な
ら
す

、
術

ほ
そ

の
他

に
そ
れ

と
相
並

ん
で
分
裂
蓮

動

の
あ
る
こ
と
が
明

か
に
汝
つ
た
。

今

日
で
は
殆
ん
ど
全
く
景
氣
政
策

的
性
格
を
備

え
て
居

る
経
濟
政
策

が
此

の
様
な
分
裂
蓮
動

を
誘
磯

さ
せ
る
力
を
持

つ
て
居

る
の
で
あ
る
。

統
制
縫
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(
高
橋
)

"

一

5)RagnarNurkSe,Inter卿ationaleI〈apitqlb.ewegung.,.Wien.1935.§ 。188.

6)Machlup,TheoriederKapita旧ucht・(VVeltWiirtschaftlichesArchiv.Okt.,エ932)



第

二

章

第

二

節

ρ

農

(

統
制
脛
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

封
内
経
濟
の
統
制

業

・
統
～

制

一
二

箭
世
紀
の
末
か
ら
交
通
機
關
の
完
成
及
び
海
外
農
産
物
の
廉
便
に
よ
つ
て
、
,ド
イ
ツ
の
農
業
は
海
外
諸
國
に
饗
し
て
大
な
る
依

存
性
を
も
つ
様
に
な
つ
た
。
十
九
世
記
の
七
十
年
代
に
始
ま
り
、
・十
九
世
紀
末
ま
で
接
つ
た
不
況
期
に
は
、
有
利
な
る
條
件
の
下

に
あ
る
海
外
の
農
業
維
濟
領
域
の
債
格
墜
迫
闘
璽
と
密
接
な
關
聯
に
立
つ
事
を
ド
イ
ッ
の
農
業
は
飴
儀
な
く
ぜ
ら
れ
た
ゆ
最
近
に

於
け
る
ド
イ
ツ
の
農
業
恐
慌
も
亦
、
そ
の
原
因
を
海
外
に
於
け
る
農
産
物
の
過
剰
生
産
の
中
に
持
つ
て
居
た
。
ド
イ
ツ
に
於
け
る

工
業
的
景
氣
が
未
だ
著
し
い
景
氣
上
昇
の
線
を
辿
つ
て
居
た
時
、
農
産
物
の
世
界
的
債
格
の
低
落
を
通
じ
て
,.
そ
の
農
業
は
恐
慌

へ
と
崩
壌
し
て
行
り
て
し
ま
つ
た
。
そ
し
て
、

一
九
二
九
年
に
於
け
る
工
業
的
景
氣
の
受
難
の
後
は
、
工
業
恐
慌
と
農
業
恐
慌
と

ユ

が
漣
れ
合
つ
て
、
世
界
経
濟
の
破
壌
及
び
そ
れ
績
く
不
景
氣
の
性
質
を
非
常
に
著
し
く
尖
鋭
化
し
て
し
ま
つ
た
。

、
斯
ぐ
の
如
き
國
際
的
景
氣
關
聯
の
申
に
織
り
込
ま
れ
て
居
た
ド
イ
ツ
の
農
業
は
、
『
民
族
維
持
の
た
め
の
農
民
維
持
』
と
云
ぶ
ナ

チ
ス
の
綱
要
に
基

い
て
徹
底
的
な
統
制
を
う
は
た
。
ド
イ
ツ
國
民
の
四
分
の

『
の
生
活
の
場
と
し
て
の
農
業
は
、
今
ま
で
殆
ん
芝

知
る
人
も
な
か
つ
た
ル
⊥

フ
ン
ド
'(窪

ぎ

帥

と
云
ぶ
茅

ッ
の
國
羅

濟
學
者
が

一
九
〇
八
年
に
公
に
し
た
學
読
に
從
つ
で
・
・

t)Vgl.SiegfliedvonWiacy-Want即7AgrarkrisenundStockungsspanne跳Berlf薩.

1936.

1.eagueofNatlons,TheAgriculturalαisis.

2)G.Ruhlan《 ちSystemderpolitischenOkonomie.3B義nde.軍go8・

(Unve伽derterNeudruckmiteinerEinleitUngvonR,W.Da㎡ ・1933)



次
第

に
統
制

を
展
開
し

て
行

つ
た
。
ド

イ
ツ
の
統
制
経
濟

の
申

で
凸
農
業

に
封
す

る
措
置
は
全

く
特
殊
な
役
割
を
演
じ

て
居
る
ゆ

國
家

の
干
渉

が
こ
れ
程
大
規
模

に
行

は
れ

て
居
る
経
濟
領
域

は
他

に
な

い
。

一
九

三
三
年
九
月
十
三

日
.
杢

農
業

部
門
は
強
制
的

に

カ
ル
テ

ル
却

ち

目『
國
立
食
糧
團
』
因
。
搾
誹
藍
穿
曾
碧

島
に
加
入
さ
せ
し
め
た
。

こ
れ
は
、
申
央
官
廃
た
る
食
糧
省

の
監

督

の
下

に

置

か
れ

て
ゐ
る
公
法
的
團
艘

で
あ
る
o

畠

.

`

5

:

`
農
業
物

の
債
格
統
制

の
申

で
最

も
墜

倒
的
な
地
位
を
占
め

て
居

る
も

の
は

『
固

定
債
格
』

周
8
な
凱

。・。

で
あ
矯
。
ま̀
た

漕
農
業

物
全
般

に
封
し

て
引
渡
義
務
が
課
さ
れ

て
居

る
。
農

産
物

の
輸
入

に
就

い
て
は
、
そ

の
数
量

沖
時

期

℃・原
産

地
に
就

い
て
國
家
的

統
制
が
行

は
れ

て
居
る
。
斯
様

に
し
て
、
農
業
生
産
者

の
費
渡
す
債
格

は
、
』

九

三
三
年

の
初
か
ら

一,九

三
七
年

の

一
.月
ま

で
の

間

に
三
五
ゆ
七
%
の
上
昇

を
示
し

、
『
農
産
物

の
債
格
鋏
差
』

〉
σq
§
「8
冨
器

は
消
失
し
た
と
云
は
れ

る
。
そ
し

て
、
食
糧

品

の
輸

入
は

一
九

二
七
年

以
來
減
退

し
て
殉

一
九

三
六
年

ま

で
の
間

に
三
六
%
か
ら

一
八
%

に
ま

で
低
落

し
麹
。

そ

の
生
活

及
び
利
得
條
件
を
安
定

に
し
た
農
業

が
ド
イ
ツ

の
全

経
濟
的
運
行

に
と

つ
て

一
つ

の
保
誰
を
與

へ
る
も

の
で
あ
る
事

は
、
明
白

で
あ
る
歪
先
進
的

工
業

國

に
於

い
て
さ

へ
、

農
業

は
そ

の
人

口
の
著

し

い
部
分
を
占
め
且

0
全
維
濟
的
活
動

に
關
與
す

る
事
が
多

い
の
で
あ
る
か
ら
、
農
業

が
購
買
力
を
持

つ
事

は

工
業
的
景
氣
攣
動

に
封
し

て
大
な
る
影
響
を

及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
。

覧

爾

ほ
.
,此

の
他

に
大
規
模
な
る
信

用
借

に
よ
る
從
前

の
重
荷
、

」過
高

の
利
子
率

及
び
租
税
公
課

は
経
濟
的

に
員
捲

し
得

る
限
界

に

ま

で
引
下
げ
ら
れ

、
そ

の
限
界
を
超

え
な

い
様

な
策

が
豫

め
講

ぜ
ら
れ
た
ゆ

ズ

,

'

:

し

・

一

薗

立
食
糧
團

の
行

ふ
供
給
統

制
と
並
行
し

て
行

は
れ

て
居
る

と
こ
ろ

の

の
需
要

に
適
慮
す
る
様
な
生
産

の
操
縦

は
、
誤
れ
る
投

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(
高
橋
)

ご
昌

3)H・Priester,DbS'deutscheWirtschaftswunder.Amsterdatn.Ig36.S.9夏.

4)E・Wagemann,W量rtschaftspolitischeStrategie.1937.S.262-263.



一
四

資
を

避
け
、
・.取
得

せ
ら
れ
た
所
得
標
準
を

保
持
し
、
'農
業

生
産
性

を
高
め
る

の
に
適

し
て
居

る
。

:

'
農
業

に
於
け
る
生
産

ゆ
販
費

及
び
利

得
關
係
の
斯

様
な
絶
封
的
安
定
性

は
、
同
時

に
、
全
経
濟
生
活

の
安

定
化

の
要
素

と
し
て

誇
債

せ
ら
る
可
き
事
は

、
疑

の
な

い
所

で
あ

る
。
斯

檬

に
し

て
、
`
ム
」

ス
は
、
「
』
九

三
三
年

以
來
採

ら
れ
た
政
策
的
措
置

に
よ

つ

て
、
瞬
イ
ッ
の
農
業

は
蛮
ぐ

自
由
な

る
交
易

吃
及

び
市
場
経
濟

が
ら
離

晩
し

て
し
ま

つ
た
。

世
界
市
場
債
格
、
及
び
國
内
市
場

に

め

封
す
る
計
算

し
得
な

い
需
給
作
用

は
、

そ
の
利
得
形
成

及
び
債
格

形
成

に
封

し
て
は
、
排
除

せ
ら
れ
で
し
ま

つ
た
」

と
読
く
。

・

・

ー

恥

.
産
業

及
び
滑
費
統
制

・
:

.

し

し
く

∴
ナ

チ
ス
の
産
業
統
制

は
、
勿
論
り
『
指
導
者

原
理
』
句
浮

審
弓
二
欝

首

に
基

い
て
行
は
れ

て
居
る
。
そ
れ
は

『
経
螢
協
同
艦
』

の

申

に
具
現
せ
ら
れ
る

。
又
、
産
業

全
膣

は
專
門
別
團
盟
及
び
地
域
別
團
盟
を
通
し

て
統

制

せ
ら
れ
る
。
、

産
業

的
活
動

に
於

い
て
は
、

一
方
私
的
螢
利
萬

能

の
自

由
主
義
的
経
濟

は
排
撃

せ
ら
れ
、
所
謂

『
公
釜
優
先
』

と
國
家

的
統
制

と
が
強
調
さ
れ
る
が
か

他
方
私
有
財
産

と
利
潤

と
は
否
定

せ
ら
れ

る
事

が
な

い
。
私
的
企
業

は
尊
重

せ
ら
れ
、
.個
人

の
創
意

が
経

濟
的
活
動
を
動

か
す

源
泉
と

ぜ
ら
れ

て
居

る
。
私
的
企
業

の
活
動

を
國
策
線

に
副

は
せ
る
様

に
、
統
制

政
策
が
行
は
れ
て
居

る
。

從

つ
て
満
「
個
人

の
創
意

の
培
養

声
及
び
そ
れ
を
他

の
意
義
即
ち
全
艦

に
封
す

る
奉
仕

に
育

成
す

る
事
は
、
他

の
方
面
か
ら
維
濟
蓮

行

の
計
劃
性
を
希
望

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
斯

か

る
個

人

の
創
意
は
、、
國
家

に
ょ
つ

て
窮
屈

に
描
き
出
さ
れ
た

『
計
劃
維
濟
験

の
硬
直

な
る
生
産

の
歎
字

よ
り
も
遙

か

に
よ
ぐ
均
衡

の
と
れ
た
維
濟
蓮
行

を
誘
致
す

る
で
あ
ら
う
。

一,國

民
経
濟

に
於
け
る
経
濟

過
程

の
均
衡

は
、
實
際

、
計
劃
数
字

の
嚴
守

叉
は
違
反

に
よ

つ
て
よ
σ
も

肉
寧

る

ヨ
ツ
多
く
個
人

の
創

意
を
國
家

が
操
縦
す
る
事

5)KarlMuhsjDeutschlandunddien義ChsteWeltwirtschaftsktise.-1938.S.57.



り

に
ま

0
て
域
生
す

る
も

の
で
あ
る
」
、
と
ゲ

ル
ナ
諸

が
述

べ
て
居
る
様

に
、
私
的
企
業

の
活
動

の
飴

地
は
F

イ
ッ
の
産
業

に
於

い
て

も
充
分

に
輿
・へ
あ

れ

て
居
る
課

で
あ
る
。
、
盗
れ
拭

と
云

つ
て
亀
私
的
企
業

の
自
由

な
る
括
動

は
容
認

せ
ら
れ

る
送
之
ろ

で
な

い
刃
.

彼
等

倣
鞄
く
ま

で
國
家

の
統
制

に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

『
國
家
景
氣
』

と
去

ふ
言
葉

に
よ

つ
て
良

く
表

現

せ
ち
れ
て
居

る
様

に
、
今

日

の
ド
イ
ッ

の
生
産

の
方
向
、
從

つ

て

ス

投

資

の
方
向

の
大
部
分

は
、
國
家

の
創
意

に
よ

つ
て
決

定
せ
ら
れ

て
居
る
。

叉

、
債

格
と
云

ふ
問
題

に
就

い
て
心
統

制
を
う
け

て
居

る
。
市
場
統
制
的
活
動

、
即
ち
債
格
、
生
産
そ

の
他
取

引
上

の
條
件

に
關

し
沈

は
、
前
述

の
各
種

の
経
濟

的
自
治

團
罷

が
直
接

に
關

與
す
る
も

の
で

は
な
く
、
從
來
通
リ

カ
ル
ナ

ル
に
委

さ
れ

て
居
る
。
p
そ

し

て
、
此
の
鮎

に
於

い
て
拡
声

カ
ル
テ
ル
が
債
格

形
成
委
員

の
取
締
を
う
け
る
事

に
な

つ
て
居
る
。

だ
が
、
維
濟
團
艦
は
、
カ
ル

テ

ル
の
市
場
的
活

動
が
私
的
利
盆
.の
追
求

に
堕
せ
ず

も

て
常

に
公

釜
的
考
慮
に
基
姻

て
行
は
れ

る
様

に
監

督
す
る
立
場

に
あ
る
。
-

斯
檬

に
し

て
、
産
業
統
制

に
於
け

る
主

要
な

る
問
題

は
、
債
格
統
制
及
び
投
資
統

制
と
な
る
ρ
と

勉

乏
景
氣

の
國
際
的
關
聯

之
め

問
題

は
、
別
項

(
C
)
　に
於

い
て
問
題

と
す

る
で
あ

ら
う
。

:

:

'

㌦

・
.

式

'
、

:

～

、

.
♂

:

と

こ
ろ

で
、
、
統
制
経
濟

は
そ

の
全
麗

化

に
ま

で
進
展
し

て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
℃

故

に
、
生
産
販
費

の
み
な
ら
ず

消
費

を

も
亦
統
制
す

る
事
溺
必
要

で
あ
る
。

こ
れ
は
生
産
や
販
費

の
統
制

よ
ウ
憲
難
し

植
。
國
家

は
生
産
條
件
を
規
律

や
命

令
で
改

正
す

る
事
は
出
來

る
け
れ
ど
も

忠
廣
汎
な
る
國

民
大
衆

の
永
年

の
習
慣
を
≒
片

の
法
令

に
よ

り
で

一
朝

に
し

て
改

め
さ
せ
る
こ
と
は
仲

々
難

し

い
。
漕
費
者
は
元
來

極
端
な
保

守
主
義
者

で
あ
る
停
け

れ
ど
窓
、
・ド

イ
ツ
は
、
國
家
景
氣
招
來

の
た
め

に
其

の
需
要
を
蒋

向

さ

せ
る
必
要
を
認
め
、
F叉
外
國
爲
替
節
約

の
た
め

に
外
國
晶

に
代

る
に
國
産
晶
叉
は
代
用

品
を
以

つ
て
す
る

の
必
要

に
迫

ら
れ

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

一
近

1)AlexanderG6mer,

S.96.
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ヘ

ハ

・

r

.
、旨

.

馬

・

・

掴

山
ハ

た
め

で
・.

宣

傳

及

び

立

法

手

段

に
訴

え

て

い

よ

ゾ
郵

溝

費

統

制

に

乗

む

禺

し

た

。
炉
.
ρ
、

一

㌔

幽

∴
'

㌦

f

.
'

ー

パ

ロ
ほ

レ

三
や
2
傷
9
⑦℃
ぼ
鼠
詮
魯

鼻
m。ぽ

「≦
ず
器
昌
、.
(
ド
イ
ツ
人
よ
、
ド

イ
ツ
品
を
買

へ
Y

と
云
ふ
標
語
は
.
浩

費
統

制
を
大

い
に
容
易

な
ち
」
め
た
ゆ
國

民
は
間
鳩
な
風
外
國

の
自
動
車

を
買

つ
た
り
、
外

國
船

に
乗

つ
た
塑
す
る
事
を
非
愛
國
的
な
違

反
行
爲
な
ゑ

と

感
す

る
糠

に
な

つ
た
。

γ家

庭

の
主
婦

に
は
、
.下

イ
ッ
の
バ
汐

ー

、
ボ
イ
ツ

の
野
茶
を
買

へ
と
読
教

し
、
多
数

の
ナ
チ

ス
窯
員

は
こ

れ
を
監

督
し
た
。

・

,

5

`

'

L

雷

此

の
様
な
啓
蒙
運
動

及
び
謝
個
人
張
制

に
よ
る
浩
費
統
制

が
多
大

の
効
果

を
牧

め
た
事
は

云
ふ
ま

で
も
な

い
が
、

そ
れ

だ
け

で

健
國
民

の
浩
費
脅
慣
を
改

め
。
`
國
家

の
要

求
に
適
慮

せ
も
む

る
事
が
不
可
能

で
あ

つ
た

。
そ

こ

で
、
法
令

に
よ

つ
て
、
指
定

の
外

國
原
料
の
使
用
霧

漏止
し
、
又
拡
國
杓
代
用
昂
使
用
の
義
務
を
命
じ
た
。
か
く
て
、
非
鐵
金
屡
を
軍
需
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
が

ラ

禁
ぜ
ち
れ
、
人
工
繊
維
の
混
入
割
合
が
定
め
ら
れ
惣
。

,

斯
様
に
消
費
の
方
向
を
外
画
商
品
叉
は
外
國
原
料
に
よ
る
商
品
か
ら
外
ら
す
事
な
、、そ
れ
だ
け
景
氣
の
國
際
的
傅
播
性
か
ら
の

離
脱
を
意
味
す
ゐ
事
に
な
る
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
事
で
あ
ゐ
。

↑

:

を

、
ゆ

籍

馨

投
資

統

制

ー

'

=

㌃

.

ノ

曽
債
絡
亦
全
維
濟
機
構
の
中
に
於
炉
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
こ
と
は
、
統
制
輕
濟
に
於

い
て
も
攣
φ
が
な
い
コ
便
格
に

謝
す
ゐ
疏
制
は
ゆ
債
格
監
観
時
代
か
ら
便
格
形
成
時
代
に
入
つ
た
。
ド
イ
ツ
に
於
い
て
拡
債
格
上
昇
を
抑
止
せ
ん
乏
す
る
措
置
が

大
燈
に
於
炉
て
域
功
ル
鞄
と
云
は
れ
て
居
る
コ
此
の
寓
實
を
景
氣
敷
策
葡
槻
鮎
か
ら
観
察
す
る
。デ

"

∵

2)・PriestereoP.cit.プs。97--98。



凸自
宙
な
鶏
交
易
輕
濟
的
景
氣
蓮
動
の
申
に
於
"
て
は
ズ
債
格
滋
昇
は
景
氣
上
昇
及
び
蘇
景
氣
の
明
か
な
標
識
で
あ
少
」
叉
斯
か

ゐ
偵
整
上
昇
の
最
港
重
要
な

ゆ
積
極
的
な
要
素
で
あ
る
事
を
想
び
起
ず
事
が
出
,來
る
・で
あ
ら
ヶ
℃
そ
の
關
聯
は
女
σ
如
ぐ
で
あ

る
。
ら即
ち
」
景
氣
ガ
上
昇
の
徴
候
を
示
し
て
居
る
が
故
に
憤
格
が
上
昇
す
る
の
み
癒
な
く
価
反
野
に
又
便
格
が
常
に
ヨ
覚
速
か
匹

土
昇
す
る
ぶ
散
に
景
氣
臓
常
に
ヨ
サ
速
か
に
前
進
す
葛
つ
こ
れ
は
、
多
く
の
経
濟
的
過
程
に
典
型
的
な
る
原
因
結
果
め
相
互
的
協

働
及
ぶ
交
互
作
用
の
好
例
で
あ
る
。
乏
ζ
ろ
で
、
債
格
の
安
定
化
を
通
じ
て
、
斯
様
な
景
氣
の
上
昇
的

.
過
剰
緊
張
の
傾
向
を
ば

前
以
診
忙
魎
趙
し
酒
景
氣
上
昇
運
動
κ
野
し
て
綾
か
な
テ
ム
ボ
を
彊
び
る
事
を
老

へ
rる
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
汐
だ
が
魂
債
格

の
鞍
定
化

(
此
塵
で
は
ゆ
便
格
の
全
罷
的
平
均
欣
態
を
意
味
す
る
。
レ・だ
か
ら
、

一
般
指
数
は
僅
か
ば
か
似
の
攣
動
を
な
す
匿
過
ぎ

す
骨
個
凌
の
贋
格
群
の
特
別
な
る
運
動
例

へ'ば
農
産
物
の
そ
れ
め
如
き
を
含
ま
な
い
。)
は
、
就
申
殉
自
動
的
に
企
業
家
の
投
資
慾

を
妨
げ
る
事
に
な
る
ゆ
企
業
家
は
、
憤
格
上
昇
が
期
待
し
得
ら
れ
る
様
な
場
合
に
始
め
て
そ
の
設
備
及
び
生
産
を
撰
張
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
ゐ
ゆ
從
つ
て
沖
心
理
的
要
素
は
大
な
る
意
義
を
も
つ
⑩
、上
昇
せ
る
債
格
倣
利
得
の
塘
大
を
齎
ら
す
ゆ
そ
れ
を
ゴ
企
業

家
倣
投
資
に
振
り
向
け
る
財
源
と
す
る
。
之
に
反
し
て
、
慣
格
が
安
定
し
て
居
る
と
、
景
氣
樂
観
性
は
放
縦
に
働
か
す
冷
利
得
の

マ
補
ヂ
ン
は
挾
少
と
な
り
、
し
か
悉
此
の
利
得
は
唯
販
費
市
場
の
接
大
に
よ
つ
で

の
み
可
能
と
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
ρ

ザ
斯
様
に
し
て
、「
一
般
的
な
績
格
統
制
は
、
景
氣
安
定
化
の
た
め
の
債
値
多
き
手
段
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
、
更
に
、
國
内
市
場

わ

舵
於
け

る
景
氣
攣
動

の
蓮
行
を
自

立
化
し

て
、
そ
れ
を
外
國
市
揚

か
ち
離
脆
す

る
事
を
可
能
な

う
し
あ

ゐ
。
」

債

格

の

『
滲
透
法

則
』

眉
鑑
密
ω剛o
奮
ぴQ
窃
ρ言

を
想

ひ
出
す
と
馬
均
由
な

る
交

易
維
濟

に
於

い
て
は
捕
如
何
な
る
債
格
攣
動
も
國
民
維
濟
的
限
界
内

に

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

一
七

1)KarlMuhs,oP.cit.iS.60.
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晦

・ミ
監
、
μ

腎冶
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・

β

『
纏

妻

黛

一

八

の
み
止

つ
て
な
居
な
塾
、
そ
れ

は
他

の
世
界
経
濟
領
域

に
ま

で
波

及
む

竃
國
際

的
景
氣
「攣
動

の

一
致
性

を
誘
導
す
る
。

「然

る
に
2

物
債
統
制

に
よ

つ
て
、
讐
國
際
的
傳
旙
の
網

は
絶
た
れ
内
債

絡

の
統
制

せ
ら
れ
た
る
國
民
維
濟

は
他
國
乏
絶

縁
し

て
猫
自

の
途
を
辿

る
導

に
な

る
の
で
あ
ゐ
誇
外
國
取
引
商
品

に
封

↓

て
採

ち
れ

る
特
別

の
措
置
を
通
℃
て
世
界
景
氣
と

の
關
聯

は
、
物
債
統

制
不
の

ず
イ
ツ
に
於

い
て
も
幾
分
淺

き
れ

て
ほ
居
る
が
、

し
か
し
?
之
れ

は
下
イ

髪
の
國
内
物
債

に
大
影

響
を
及
ぼ
す
程

の
力
を

も

つ
も

の
で
は
な

い
ゆ

、

b王
ヤ

.̀

,

＼

、
で

炉

、、
・

.

～

δ

～

・

-:

「"

～

・
,
頼
暇

ジ

、畏・
㌦

い

一
九

三
三
年
以
來

の
世
界
景
氣

の
上
昇
は
(
多
少

の
差

こ
そ
あ
れ
場
汎
ゆ
る
國

に
於

い
て
債
格
上
昇

に
よ

つ
て
導

か
れ
た

の
撫

あ

る
6

之
た

反
し

て
、

ド
イ
ウ

,の
物
債
指
藪

は
、

農
産
物
債
格

以
外

は
安
定
を
示
し

て
居

る
。
』

九

二
八
年

を

一
〇

〇
と
す

る

指
敷

低
ρ

一
九

三
三
年

か
ら

ド
九

三
七
年

秋
ま

で
に
七
〇

過
ミ
か
ら
七
五
・
九

に
上

昇
し

で
居

る
。
乏

れ

に
類

似
し
た
小
鍵
動
は
填

太
利

.
ボ
』

ラ

γ
澗

.'チ

ェ
ツ

コ
ス
ロ
ヴ

77
キ
ァ
等

に
於

い
て
見

ら
れ

る
。
いそ

の
他

の
諸
國

に
於

い
て
は
債
格
が
激
し
く
上
晃
悩

て
居
る
ρ
即
彦

沸
G
肯
耳
義

ほ
五
六
⊥

か
ら

八

』
冨
九

へ
声
イ
ギ
9
気
は
七
五

儀○

か
ち
九
四

・
七

へ
縮
ア

メ
リ
カ
合
衆
國
ば

七
七
飢
五

ラ

か
ら
鋤
O
。○

へ
噛
H
本
は
七
八
・
五
か
ら

一
〇
三
噂八

へ
と
上
昇
し
て
ゐ
麹
噂
此
の
様
に
諸
國
に
於
け
る
同
様
な
る
並
行
せ
る
便

格
蓮
動
の
傾
向
は
、
國
際
的
景
氣
瀾
聯
の
存
在
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
、之
に
反
む
て
ナ
猫
逸
ば
そ
の
猫
自
の
決
定
力
に
委
惹

貞
ら
の
途
を
濁
漁
辿
る
も
の
乏
云
へ
ゐ
で
あ
ぢ
う
汐
そ
こ
に
ぼ
漣
殆
ん
ど
他
の
諸
図
と
⑳
景
氣
關
聯
の
跡
を
見
嵐
ず
塗
&
澱
幽
來

な
い
四
セ
れ
拭
2
景
氣
上
昇
の
揚
合
に
就
跡
広
の
観
察
で
あ
る
が
鑓
逆
庭
、『
世
、界
景
氣
幽
が
崩
壊
す
る
場
合
を
考

へそ

見
で
慰
3,

ド
牙
ツ
の
債
絡
曲
線
の
偵
立
北
還
畿
《
事
が
出
來

る
の
は
鵜
自
賜
の
理
で
あ
る
ρ
何
と
な
れ
ば
a
N
不
ツ
の
慣
格
を
統
制
し
餐
そ

2)】Ebenda,S.6cト ー.61.
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れ

に
閂
遂

ぬ
.け
る

と
・云
ふ
事
な
尋
時
簡

的

に
制
限
せ

ち
れ
七

居

る
も

の
港

も
な
廿
れ
ば

、
叉
景
氣
駅
態

に
條
件
付
け
も

れ

て
居

る

心
,の
濯

、織
な
ぐ
、,
そ
れ
…は
實

に
由

立
的
な
メ

イ
ツ
の
維

濟

政
策

及
び
経
濟
秩
序

の
原

理
的
な

ξ
氷
久
的
な
表
現

で
あ
る
か
ら
。

～
撫

で
ぜ
如
何

鴎
債
櫓

統

制
が
景
氣
統

制

の
た

め

に
重
要

で
診
る
.に
し

て
む
憾
、そ
れ

ぼ
伺
ほ
、
汎
ゆ
↓る
過
度

.ゆ
緊
張
φ

主
婁

な
る

も
の
を
讐

の
根
瀕
に
於
い
て
響

た
め
に
は
・
投
資
に
直
接
及
毒

婁

必
薯

す
翠

婁

の
襲

圭
底
ふ
事
鷹

羅

曲

線
の
を
れ
と
は
異
ガ
調
薗

家
の
維
濟
的
支
配
の
配
置
を
正
し
く
ず
る
た
め
の
信
頼
す
る
に
足
る
把
手
を
提
岱
す
る
も
0
で
む
る
σ
,

こ
0
事
ぼ
、
.既
に
古
ぐ
か
ら
認
め
ら
れ
て
は
居
た
が
、
何
塵
で
も
投
資
統
制
に
仲

々
乗
り
出
さ
な
が

つ
た
。
ど
云
ふ
の
は
、

一
方

そ
れ
に
よ
つ
て
企
業
家
の
決
定

の
自
由
を
侵
が
す
事
を
輝
か
る
と
共
に
、
他
方
そ
れ
を
實
現
す
る
に
値
す
る
政
治
的
橿
力
を
歓
い

て
居
た
か
ら
で
あ
る
9
む
こ
ろ
が
鶏
今
日
で
拡
猫
逸
砂∴
伊
太
利
及
び
日
本
等
の
國
防
経
濟
艦
制
を
と
る
所
謂
全
膣
主
義
國
家
群
に

の

於

い
て
之
を
見

る
。

投
資
撫
縦
の
政
策
は
、
信

用
政
策
と
云
ふ
手
段
に
よ
つ
て
制
限
せ
ら
れ
得
ゐ
酒
泌
ら
う
。
し
か
し
、
信
用
政
策
は
た
嘘

一
般
的

に
繋

的
蕩

に
峯

を
及
ぼ
し
得
る
に
過
ぎ
恣

。
投
資
的
活
動
満

乏

菊

蓄

た
盈

は
、
ド
イ
ッ
の
四
ヶ
穿

於
け
る
が
如
く
廣
汎
な
る
生
産

プ
潔
グ
ウ
ム
を
要
す
る
。
新
か
る
投
贋
嵜
劃
は
渦
出
來
る

だ
け
企
業
嫁
の
創
意
に
奉
仕
し

蕪

隔

副
劃
に

そ
れ

を
ば

噌'方
汎
ゆ
喝
種
類
の
補
助

(
偵
格
統
制
、
租
税
輕
減
,
資
本
篭
出
、-
販
路
保
謹
等
〉
に
ょ
つ
て
操
縦
せ
ん
乏
し
、
叉
他
労
禁

止
汲
び
、圃
難
化
艇
嫁
つ
て
操
縦
せ
ん
と
す
る
。
之
れ
は
、
}汰
な
　ゐ
投
資
の
た
め
に
私
維
濟
的
考
慮
を
超
え
る
も
ρ
老
な
る
事
が
あ

る
ヂ
今
月
で
は
∵
實
際
、
國
家
景
氣
の
た
め
に
、
國
家
自
身
の
行
ふ
彪
大
な
る
投
資
的
活
動
が
前
線
に
出
て
來
て
居
る
の
を
看
過

統
制
経
癬
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

、

一
九

3)Ebenda,S.62.

4)E・Wagemann,OP.cit.,5.245--246.
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鋳

ゴ

・

.
鶏
P・

玩

し

●

.
き

'

憂

、
誇

浮

,

二

・
0

め

す

る
事

が

出
來

な
筋

ゆ

"
賊
㌧
:
、
.

.
,

'
..
.唖
誓

顎

L

卍

4

洛
'
.qー

へ

㍉
診
無

ピ

芦

瓜

ご

…

自…

=

訴
:

、
二。
紅

斯

檬

に
し
宅

簿
積

格

調
筍

及

び
投
資

管
理

は

、
從

來

の

泊

由

交

易

的
輕

濟
機

繕

を
肇

イ
ッ

か

ら

取
瀕

上
げ

た
積

粁
"で

あ

葛
め
自

九

三

三
年

似
來

採

ら
れ

た
帆

ゆ

る
疏

制

政
繁

の
申

で
炉

3

れ
が

最

舗

よ

く

ゴ

ィ

リ

の
経

濟

的

構
造
φ

攣

動

を

示
す

濁

の

で
あ

届
や

期
く
慌

ヅ
イ
脇

國
羅

濟
続

の
國
羅

濟
及
び
そ
婁

氣
愛
働
か
ら
著
し
《
難
脱
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
魂

荏
産
過
程

汲
び
璽

充
凝
羅

の
奨

な
る
蒲

肇

壊

の
自
由
な
る
債
諺

成
は
除
外
煮

て
し
ま
つ
売
。
勿
論
、
此
の
馨

漿

塾

て
為

喉

恒

蓬

驚

つ
て
企
叢

が
國
羅

濟
の
橘

濃

嚢

本
の
充
用
翁

し
勇

塞

躍

居
葺

盈

婁

樋

べ
た
通
ゆ

で
あ
る
。

-
第

=

節

劃
外
経
濟
の
統
制

　

で

ヨ
う

ち

ア

お

.、

A

貿

易

統

制

.

、

.

.
.

、

、

.

.

く

封
内
的
維

濟

0
訂
立
化

の
傾
向

と
手

を
た
つ
さ

へ
で
,
ド

イ
ッ
は
そ

の
野
外
的
経
濟

の
自

立
化
を
圖

つ
た
。
前

世
紀

に
於

げ

る

ド
イ
ツ

の
工
業
化

及
び

人

口
増
加
は
、
世
界
市
饗

と
の
密
接
な

る
結

合
を
必
要

と
し
た
。
外
國
貿
易

は
、
二

八
八
σ
年

に
五
廿
億

マ
ル
ク
窟
あ

つ
た
が
個

一
九

ご
コ
年

に
ば
二
〇

八
億

マ
ル
グ

、

脳
九
ご

八
年
に
陵
下
落

ぜ
る
貨
幣
債
値

で
詐
算
じ

て
さ

へ
二
六
二

億

マ
ル
〃

と
な

つ
て
居
る
。
絶

え
ざ

る
商
品

の
流

が
國

境
を
超

え
で
、
世

界
経

濟

の
各
方
面
に
交

易
ぜ

り
れ
た
,の
蓉
あ
る
澄
各
國

の
國
民
維
濟

は
只

管

に
そ

の
生
産
能
力
及
摩
勢
働
力
を
利
用

し

て
、
そ
め
製
話

を

外
國
市
場

に
販
費

ず
る
事

に
よ

つ
で
0
利
潤

の

獲
得

に
努

痴
た
噂

ド
イ
ツ

の
準
均

輸
出

割
合
醤
敏
年
前

逢

で
は
三
五
%

で
あ
診
冷
大
多
激

の
工
業
部
門

で
は
そ
め

生
産

物
ゐ

孕
分

5)]Ebenda,S.246.24S
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輸 入 ・

穣

う

ヒ

易

%
出

貿
度

鱗

輸ー

の

113・監

7・1

&4`

一§
.3

φ.互

?・9

皿罫.1

惣4

1翼.0

10.2

即
解

餌

t2.9-

9.o∫

78

10.1

.9.7/

9.1・

8.7 、

7.81

8.1・

8工

8.9噺

『8

.21・

.7.8

7・91,9・5

(百 分 姥)

83・.1

138二

77

、130

年 度

124

130

135

136

夏09

77

52

48

138 {

134

141

144

148

120

87

58

52

50

50

54

69

46

47

51

62

(軍 位 、十 億 マル 〃)

一
,673

-3}972

+ ,夢五3

-3,427

-1;725

十36

+重,643

+?・ 寧72

十1,072

+667

一 隔384

十III

+"550

443

10,097

を

9,290

10,4巧

Io,801

12)276

r3,483

12,036

9・599

5,739

4β71

4,167

4,270

4,768

10,770

喜2・362聴

塞6,002・

14,228

14,00ゴ

13,447

10,393

6,727

4,667

4,204

侮45{、

4・巧9

4,218'

5・4681 メ5・911!+

(軍 髭 、 百 萬 ゼ ル 〃).

・Ig13

=Ig25
.

Ig26

1927

1928

辱㌧19ゴ9

11930、

1931k

Ig32

曳'Ig33

1934'

1935

へ
Ig3σ

一Ig37

 

統
制
経
齋
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(
高
橋
)

を
輸
出

に
向
け

て
居
た
。
そ
れ

と
、共

に
㍉
.,
ド

イ
ツ
ば

笠
そ
の

工
業

の
た
ぬ

の
原
料

の
太
牛
を
外
國

に
求
め

で

居
だ
?
ま
た
、
食
糧

慰
輸
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

駿

歌
態
に
在

つ
た
。
、「從

つ
て
、

ド
イ
ツ
の
輕
.濟
は
、
そ
、

、、

-の
礎
.石

の

一、部
を
外
國

の
土
地

の
上
に

建

て
た
建

築

物

に
比
す

べ
き

も

の
で
あ
つ
た
ゆ

此
・ゆ
檬
な
情
勢

に

於

い
て
は
、
景
氣

の
國

際
的
關
聯
溝

ド
イ
ツ
と
他

の

諸

國
と

の
間
に
容
易

に
見
出

ざ
れ

た

の
で
あ

る
o

然

る
に
、
現
在

寮
は
、
此

の
關
係

が
逆
輻
し

て
居

る
o
外

國
貿
易

は
ハ

上

に
掲
げ

る
表

に
見

ら
れ

る
通

)

瞳

蜘

海
.
一
九

二

八
』牛
の
最

山尚
.二
六

二

億

マ
ル
.グ
か
「ら
、

一
九

三
六
年

の
九

〇

億

マ
ル
ク

に

減

退

し
で

も

ま

っ

、

た

℃

そ

し

て
、

ド

イ

ツ
主

業

の
輸

幽
割

合

は
二
,七
%
.

.

に
激
減

し

た
。

之

に

反
し

て
、

そ
の

生
・産

高

が

一.九
.

、二

八
年

.(
、一"Q
O

)
、
に

比
し

で
、

一
九

一二
六
年

に

曽

一=

1)防.Rudo1£Eicke,Warum、Aussenhandel,?Berlin.Ig38.S.9.



一
、
、
}

篤
,
通
`
!

コ

響

路
㍉
}
、
君

噂

壌

、
・

.
"
"

,

・
二

二

わ

〇

七

か
.八
に
達
じ

で
、居
石
事
を
想

ぴ
,浮
、べ
る

な
、ら
,ぱ
、
、
生
産
、α
重
黙
が
國

内
市

場
に

著

b
く
移
動
ぜ
る
姿
を

襲

見

す

る

で

あ

ち

う
・
か
く
て
・
,今
や
酊

吋
募

が
踏

経
激

藩

妄

慰

至
つ
輸

這

年
に
於
け
る
外
國
貿
蓼

減
退
か
星

じ
藷

種
の
困
難
は
、
ド
イ
ツ
國
民
に
樹
し
で
敏
え
た
、
外
國
貿
易
的
錯
綜
は
億
瞼
と
結
び
つ
い
て
居
る
も
の
懸
あ
ち
事
を
。
・此
の
認
識

か
ら
、
、農
業
に
於
け
る
四
ケ
年
計
劃
で
は
食
糧
の
自
給
、
工
業
に
於
け
る
四
ヶ
・年
計
劃
で
は
工
業
原
料
の
自
給
を
樹
象
と
す
る
方

策
が
謙
ぜ
砂
れ
た
。
自
由
な
る
國
際
的
交
易
關
係
か
ら
の
縛
向
は
、
外
國
の
諸
國
民
維
濟
の
方
画
に
於
い
て
も
亦
3
そ
れ
侮
封
癒

す
る
欝

の
藷

と
關
努

あ
る
ピ
と
で
あ
る
・
託

は
・
慕

蓮

濟
の
構
墨

化
か
畠

棊

る
論
謁

蹄
結
蕩

る
撫

然
…、
斯

か
る
傾
向
は
、

羅外
國
貿
易
統
制

の
形
態

と
方
法

と
を
蔓

く
る
こ
と
を
妨
げ

る
も

の
・で
は
な

い
。
-

∴

誉
客

・
ご

・敦
れ

に
し
て
も
、
現
在

で
は
、
世
界
経
濟
的
關
聯

の
著

し

い
減
退

が
確
立

せ
ら

る
可
ぎ

で
あ
る
q

そ
こ

で
、
こ

の
事
が

、
景
氣

の
國
際

的
關
聯
性

の
申

に
於
け
る
ド

イ
ッ
の
地
位

に
樹
し

て
如
何

に
評
債

せ
ら
る
可
ぎ

で
あ

る
か
。
・
こ

れ

に
、野
し

で
は
鴇、
先
づ
爽

鮮

獲

調
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
聖

「
薗

の
景
氣
塁

性
の
度
食

・
決
し
で
舞

的
繧
爾

係
の
蓉

穰

存

す
る
も
の
で
陸

践

も

畿

的
少
な
凝

國
貿
茗

転
σ
蜜

喜

実

辱

劇
し
い
恐
毯

饗

る
幽

驚
禦

肇

鑓

ゆ
力
合
衆
國
の
如
驚

の
蕩

玖

双
そ
の
仮
樹
に
諜

綴

澗

繍

係
の
饗

畷

例
へ肇

ず

.
の
墾

醸
鑑

雲

氣
後
退
に
際
し
て
強
い
抵
抗
力
を
表
は
し
た
も
の
も
あ
る
。
從
つ
て
、
此
の
事
が
ら
愚
明
か
な
様
犀
等
.景
氣
攣
動
の
第
糸
㊧
窮
局

の
原
咽
撚

先
づ
潤

の
謡

廼
程
漿

け
る
生
虜

と
灘

忽

の
否

衡
の
中
に
奮

馨

あ
な
。
斯
様
に
し
て
,
若
じ
も

緊
密
な
る
世
界
輕
濟
の
趣
れ
合

ひ
が
隔
直
ち
に
↑
國
の
景
氣
反
底
性
を
尖
鋭
な
ら
し
め
得
窟
い
だ
し
て
も
、.
街
腰
を
れ
で
も
薗
國

2)

3)
4)

Reichs-Kredit-des毒 …}1感chaftダi)eutsehlands

S.9.

K.M止s,op.cit.,S.66.

Ebenda,S.66.
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経
済

0
上
に
生
産

の
重
駈
を
移
動
す
る
事

に
よ

つ
て
、
外
國

の
景
氣
攣
動

に
封
す

る
冤
疫
性
を
壇
加
す

る
事
が
出
來
る
と
主
張

ぜ

ち
れ

る
9

、

,
、
…

,

・◎

「

・
現
在

続
イ
脳
が
國
際
的
経
濟
關
係

に
於

い
で

ヨ
覚
多
く

の
自
立
性
を
持

ち
、
.世
界
景
氣

と
緊
密

な
關
係
を
保
た
な
く
な

つ
て
居

る
事
は
、
そ

の
原
風

が
全
ぐ
猫
逸

0
利
害
關
係

に
の
み
嚢
す
る
も

の

、
如
ぐ

に
鑑
定
す

べ
き
で
は
な

い
。

ぺ
Z
ツ
リ

ン
の
研
究

に

從

ふ
と
、

一
九

三
二
年

の
申
頃
か
ら
各
國
及
び
各
國

群
に
於

い
て
異
れ
る
景
氣

の
嚢

展
が
現
は
れ

て
來
た
。
そ
れ
に
封
す

る
原
因

と
し

℃
墨
げ

る
と
と

の
蹴
來

る
も

の
は
、

・

・A

.
國
際

的
信

用
組
織

の
破
壊

.

・

、

ー

.
¢

.

B

本
位
貨

の

マ
,昌
ー
プ

レ
」

シ

ョ
ン
の
作

用

、

,

、

・

,

c

輪

入
数
量

0
統
制

.

　

.

,

`

、

.

-

τ

・

-

ロ

リ

で
み

る
。
一即

ち

、一
信

用
政

策

、

本

位
制

政
策

及

び
貿

易

政
策

で
あ

る

。

・

、

ー

　

噛

～
"
,
-∵
.

'
①

頓
本

位

制

、統

一
制

、}

'
、
、、

・
、

ト

・
:

、
國

民
維

濟

と
國

民

維
濟

と

の
間

の
景

氣

の
縫

れ
合

ひ
と
密

接

な
關

係

を

も

つ
も

の
と
し

て
金

本

位

制

が
あ

る
。
本

位
政

策

は

、

め

從

つ
て
、
、貿
易
政
策

の

一
片

と
考

へ
る

ご
と
も
出
來

る
。
何

と
な
れ
ば

、
、封
外
維

濟
を
訣
く
封
鎖
的
商
業
國

に
於

い
て
は
3
本
位

制

と
云
ふ
も

の
が
な
く
、
貨
幣
造
出

の
政
策

、
,
即
ち
信

用
政
策

の
み
が
問
題

と
な
る
。
目
下
、
統
制
下

の
ド
イ
ツ

で
は
.
.外
國

爲

替

政
策

と
貿
易
政
策

と
が
最
も
密
接

に
相

互
に
結
び

つ
い
で
居
る
。
、し
か
し

、
完
全

に
外
國
爲
替

の
盲
由

が
與

へ
ら
れ

て
居
る
時

統
制
縄
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

二
三

5)HeinzPentzlin,BinnenmarktbelebungundVL'elthandel.
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、.

:

檎
、

、
,

,

.

炉
.

一
…

、

℃

二

四

に
は
、
本

位
制
政
策
と
貿
易
政
策
と
が
常

に
あ

る

↓
窯

で
そ

の
本
質
が
類
似

し
て
居

る
。
.
け
れ
ど
も
、
租
税
政
策

及
び
僑
用
政
策

が
根
本
的

に
強

い
力
を
持
ち
然

か
も
自
立
化
し
て
居

る
な

ら
ば
、
本
位

制
政
策
亀
貿
易
政
策
も

と
も
に
外
國

列
強

の
意
思
と
相

反

す

る
も
め

で
あ
る
事
を
意
味
す
る
。

}
國

の
爲
替

強
制
経
濟
も
亦
、
そ
れ

に
封
態
も

て
貿
易
關
係

に
封
す

る
關
係
を
攣
革
す
る
事
。

を
意
味
す
る
ρ

'

.

、

・

・
ゴ

、

・

嘘

艦
笛

金
本

位
制

の
下

に
於

い
て
は
劇
金

の
流
通
は
痛
由

で
あ
る
。

そ

の

一
國

か
ら
他
國

へ
の
強

い
流
出
入
は
、
割
引

政
策

及
び
貿
易

政
策

に
よ

つ
て
弱
め
る
之
と
が
出
來

喝
で
あ
ら
う
9
金
本
位
制

が
長
所
を

も

つ
て
居
る
事
は
、
云

ふ
ま
で
も
な

い
。
金
本
位
制

に

内
在

せ
る
客
観
的
保
誰
は
、
そ

の
内
國
経
濟
的
流
通

に
於

い
て
も

、
ま
た
外
國

爲
替
的
流
通

に
於

い
て
も
、
貨
幣
債
値
を
恒
常

な

ら
し
め
る
ζ
と
、
,
及
び
國
家
財
政
的
目
的

の
た

め
に
本
位
制
を
誤
用
す
る
事
に
劉
す

る

一
種

の
確
實

な
る
保
誰
を
提
供

し
た
。
こ

れ

に
封
立
し

て
犬
な

る
短
所
を
金
本
位
制
は
持

つ
。
即
ち

、

一
國

の
維
濟
政
策

及
び
爲
替
政
策

が
容
易

に
外
國

経
濟

へ
の
束
縛

と

云

ふ
危
瞼

な
る
矛
盾

に
階
る
ご
と
で
あ
る
。

.
金
本

位
制

か
ら
の
離

脆
及
び
ぞ
れ

と
共

に
途
行

せ
ら
れ

た
ド

イ
ヅ

の
貨
幣

理
念

の
構
成
的
攣
動
は
、・
所
望
さ
れ

て
行

は
れ
だ
尚

0
庖
は
な
く
、
叉
豫

む
目
論
ま
れ
た
詩
劃

に
ょ

つ
て
行

は
れ

た
も
の
で
も
な
ぐ

、
ご實

は

一
九

三

三
年

の
信

用
恐
慌

の
墜
迫

の
下
に

行

に
れ
た
も

の
で
み
る
。
・金
本
位
制

か
ら

の
離

脆
は
、
家

の
↓,一
つ
0
方
向

に
表
れ
だ
。
・郎

ち
、
'紙
幣
畿
行
を
金
準
備

に
結

び
つ
け

都
專
を
除
去
し
、
ド
イ
ッ
の
貨
幣

の
相
場

の
決
定
を
國
際
爲
替
市
場
か
ら
離

し

て
國
家
的
管
理

の
下
に
置

い
た

の
で
あ
る
。

.

、
笙

の
醤

ぼ
.
.國
内
経
欝

本
位
制
肇

の
自
立
化
へ
の
移
行
を
意
味
す
軸
・
そ

の
最
茎

要
な
る
任
務
は
・麦

摯

段

3)K.Muhs,op二lc{t.,S.6&



(
信
用
量

を
庵
含
む
ソ

を
ば
経
濟

の
需
要
に
慮

じ

て
調
節

す
る

こ
と
で
あ

る
。

金
本
位
制

に
あ

つ
て
は
、
.
貨
幣
薮
量

の
調
飾
は
原

則

と
し

て
金
準
備

0
自
動
的
調
節

を
基
礎

と
す

る
。
金
準
備
規

定
に
よ
る

、『
金

の
制
動
』

O
。
筍
冨
。
日
器
、
は
、
先

づ
紙

幣

の
過
剰

を
遜

け
番
。
此

の
際

の
過
剰

な
、
経
濟
肚
會

の
貨
幣
需
要

に
有
機

的

に
適
慮

し

て
去
は

れ

る
も

の
で
は
な

い
。
重
瓢
は
、
・自
國
維

濟

に
充
分
な

る

・
適
量

な
る
貨
幣
を

供
給

す
る
事

に
あ

る
と
云
ふ
よ
り

は
、
寧

ろ
國
際
爲
替
相

場
及
び
支
佛
勘
定

(
残
高

〉
に
向

け
ら
れ

る
事

に
な

る
。
.國
内
経
濟

の
要
求

に
鷹
す

る
事

は
、
・第

二
の
問
題
と
し

て
始
め

て
現
は
れ

て
來
る
。
金
本
位
制

の
メ
カ

昌

ズ

ム
は
、
,
た

壁
、
'貨
幣
用

.『
金
』
.が
可
成
り

一
様

に
汎
ゆ

る
國

に
配
分
せ

ら
れ

て
居
る
と

云
ふ
條
件

の
下
に
於

い
て
の
み
機
能

し

侭
た

の
で
あ
る
。
斯

か
る
條

件
は
、
職
前

に
は
與

へ
ら
れ

て
居
た
が
、
職
後

に
は
最
早
與

へ
ら
れ
そ

居
な
喚
。
金

は
薯
し

い
偏
在

を
示
し

て
居
る
。
.
・

し

ラる

猫
逸

の
本
位
制

の
現
在

の
構
成
は
、

こ
れ
を

『
自

立
的
本
位
制
』
爵

8
3

B
⑦
≦
、蜜
慧
昌
σq
と
稽
す
る

ζ
と
が
出
來

る
。
紙
幣

の

金
免

換

の
慶

止
は
、
金

の
作

用
を
束
縛
し

て
し
ま

つ
た
。
金
は

、
最
早
、
金
運
逡

黙
に
達
し

て
も
流
出

入
す

る
事
は
許

さ
れ
す

、

そ

の
自
由
な

る
流
出

入

に
よ
る
各
國

の
便
格
状
態

の
差
等
を
除
去
す

る
こ
と
が
幽
來
な

い
檬

に
せ
ら
れ
た
。
、
斯

く

て
、
ド
イ

ッ
の

本
位
制
は

「
中
央

に
よ

つ
で
統
制

せ
ら
れ
た
本
位
駄
『
凶
窪

窪
無

器
磯
島

。
昌
。
≦

穿
旨
轟

と
な

つ
た
。

「
そ

の
唯

一
の
原
理
は
》

　

の

貨
幣
造
出
を
ば
支
佛
手
段
に
封
す
る
國
家
の
本
位
政
策
及
び
維
濟
政
策
的
需
要
に
適
懸
さ
せ
る
左
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。」

本
位
制

度
が
良
く
機
能
す
る
か
悪
ぐ
機
能
す
る
か
は
、
今
や

一
に
懸
つ
て
申
央
銀
行
及
び
そ
の
背
後
に
立
つ
國
家
の
本
位
政
策
に
あ
る
と

ラ
イ

ヒ

ス
バ

ン
ク

云
ふ
事

に
な
惹
ゆ

ぞ
し
て
、
現
在

で
は

葛
ッ
ト
ラ
し

総
統

に
國

立
銀
行

の
監
督

指
導
椹

が
附
與

せ
ら
れ

、
ラ
イ

ヒ

ス
バ

ン
ク
の
銀

統
制
繰
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

二
菰

4)

5)
6)

Ebenda,S.71

Ebenda,S.72

EbendaプS.72



隔
7

。

・

.

。
ド、

ご

儀

二

艮

ミ

・、
.

二

六

、

行

幹
部

0
機

能

は
畢

な
る

助

言

ど
行

政

と

に
限

ら
れ

る

事

と

な

つ

て
居

鄭

口

、
、
・
`

」

・

・
門

肋

期

檬

に
・ヒ
ッ
ト
一7
ー
総
統

の
手

に
本

位
政
策

が
掌
握

せ
ら
れ

る
様

に
な

つ
た
所
謂
自
立

的
本
位
制

が
金
本
位
制
に
優

る
も

の
で

み

る
か
否
か
は
、
今
こ

ギ
で
問

題
と
し
な

い
。
そ
れ
は
.
唯

、
國
家

に
、
中
央
銀
行

に
、
否
ア
ド

ル

ス

・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統

に
貨

幣

に
封
す

る
無

限

の
支
配
槽
を
與

へ
、
一
そ
れ
を
貨
幣
政
策

の
準
撮
的
な
も

の
に
ま

で
昇
格

せ
し
め
た
事

を
意
味
す

る
。
從

つ
て
、

爲
替
相
場

を
ば
國
際
貸
借

に
於
け
る
支
梯
勘
定

の
短
期
的
動
揺

か
ら
冤
が
れ
ざ
せ
る
事

に
な
る
。
「
外
國

の
景
氣
攣
動
蓮
動
鷹
、
そ

れ
故
に
・
舞

蟹

替
の
債
値
に
も
、
國
内
経
濟
の
貨
警

値
に
も
傅
播
し
得
な
輸
・毎

界
景
氣
の
瓦
蟹

際
し
て
、
'}
般
的
な

國
際
的

金
本
位
制

の
下

に
於

い
て
は
、

便
格

が
下
落
す

る
と
、
輸
出
後
退

の
途

に
よ

つ
て
,
猫
逸

の
國
際
貸
借

に
於
け

る
麦
彿

勘

定

は
共

に
苦
悩

し
、
そ
れ

に
因

る
金

の
流
出
は
焚

券
銀
行

の
金
保
誰
準
備

を
少
な
く
し
、
紙

幣
流
通

及
び
信
用
量
を
墜
迫
し
、
最

後

に
は
債

格
及
び
景
氣
蓮
動
を

ば
世
界
市
場

の
そ
れ

と
同
檬

の
も

の
に
す
る
事
を
飴
儀
な
く
せ

ら

れ

る

で
あ

ら

ゑ
。

し
か
も
乍

ら
、
ド

イ
ツ

の
本
位
制

及
び
本
位
政
策

の
自
立
化

は
、
此

の
國
際
的
景
氣

關
聯
を
打
ち
破
り
、
4
維

濟
政
策
的
指
導
標
を
ば
政
治
的

な

る
維
濟
指
導

の
掌
申
に
移

し
て
し
雲

σ
た

の
で
あ
る
σ
.

㍉

.
、
.
,
・

'

一

・
揺

,

だ
も

リ
ラ

、
,
C

,
信

.
用

統

・
制

'

・

ー

、;
二

『
.

"

～
、
:

(

、ド

イ
ヅ

の
本
位
赫

の
自
立
化

へ
0
攣
革

と
相
並
ん

で
、

一
九

三
三
年

以

來

ド

イ

ツ

の
信
用
経
濟

の
構
成
攣
革

も
ま
た
行

は
れ

た
。

一
九
二
皿
年

の
本
位
制
安
定

の
後

、
ド
イ
ッ
は
絶
望
的

に
外
國

の
資
本
市
場

に
依
存

す
る
様

に
な

つ
た
。

工
業

の
再
組
織
及

び
農
業

の
集
約
化
は

、
自
國

の
資
本

形
成

だ
げ

で
は
最

早
不
充
分
な
程
多

額

の
資

本
充
用
を

必
要
と
し
た
。
外
國

信
用

の
流

入
は

7)TheEconomist,No.4989.P.83.
8)K.Muhs,op.cit.,S.73.



絶
え
る
事
な
く
,
廣
範
園
に
亙
づ
で
銀
行
冨
.工
業

い
農
業
及
び
公
共
團
膿
の
手
に
移
つ
て
行
つ
た
〇

一
九
二
五
年
か
ら

一
九
三
〇

年
ま
で
の
短
期
間
に
蓉

祥
イ
ツ
ぱ
臼、一六
〇
億
ラ
・イ
ヒ
み
,マ
ル

ク
の
外
國
員
債
を
員
ふ
た
。
。そ
れ
は
聴
世
界
の
奎
員
債
の

一
五
%
以

蓋

に
當
る
。
此
の
貢
債
愚
程
ば
声
債
橿
國
た
る
列
強
の
貢
物
政
策
即
ち
賠
償
金
支
梯
の
張
制
の
下
に
行
ば
れ
た
む
の
で
あ
る
。
賠

償
金
は
、
園
際
貸
借
に
於
げ
る
家
彿
勘
定
め
淺
高
か
ら
支
佛
は
れ
た
の
で
は
な
ぐ
、
外
國
信
用
か
ら
支
佛
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
此

ド イ ツ の 外 國 員 債1)

＼(軍位十億 ライ セスマ》レ〃)

り

短 期
時 織

7

纏 計 長 期
一 一

1隔 翻
.・g3・, .中 頃

'
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統
制
純
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

の
様

に
し

て
焚

生
し
た
ド
イ

ツ
の
外
國
信
用
は
、
第

一
流

の
恐
慌

の
源

泉

池

で

あ

つ
た
。
輕
微
な
る
震

、動

が
、嚢
生

し

で
、
,そ
れ
が
廣
ぐ
分

岐
ぜ
る
全
世
界
を

包
含

せ
る
國
際

信
用
網
を

う
ち
破

レ
,、
そ

の
上

に
建

て
ら
れ

て
居

た
人
爲
的
な
好
景
氣

の
建

造
物
を
崩

壌

さ

せ
て
し
ま

つ
た
o
そ

の
際
》

ド

イ
ツ
の

外
國
賛
債

・の
孚
、分
が
短
期
的
性
質
を
も

つ
て
居

て
何
時

で
も
沸

・

戻

が
請
求

せ
ら
れ
得
る
も

Q
で
あ
つ

た

の
で
↓
そ
れ

定

丈
け

ド
イ
ッ
に
樹
す

る
そ

の
打
撃
も
大

で
あ

つ
た
。

掘*

一
九

二
九
年

の
世
界
恐
慌
と
悲
ハ
に
、
此

の
危
瞼
は
激

.
し

い
も

の
と
な
り
,

一、九

三

.一
年

に
大
規
模

に
信
用

二
七

1)]Ebend{,S.76.



諏

、
封

歪
。

雲

.

℃
.

.

斥

門

ぜ

.

二

爪

解
除
の
夢
田
が
な
さ
れ
た
時
麟
下
イ
ヅ
α
信
廉
紺
織
及
び
輕
濟
組
織
ぱ
癒
し
難
爆
傷
手
を
う
げ
た
。
し
か
t
♪
現
在
権
於
げ
る
ド

イ
ツ
の
地
位
は
、
こ
れ
と
は
異
る
。
誓
イ
ッ
の
外
國
員
債
は
、
前
掲
の
表
に
示
さ
れ
で
居
る
様
に
、
.そ
れ
以
來
減
退
を
示
し
て
居

ラ

さ

る

。

今

具

残

高

は

約

貢

億

ラ
オ

ヒ

ス

マ
ル

ク

あ

み

。

・

ー

、

～

・

.
・
f

、∬

、
・

二

一
九

三
三
年

に
嶺
布

壁
乃
れ
旋

『
ト
ラ

ツ
ス
フ
ワ
」

.
モ
ラ
ト
リ
ゥ

ム
』
↓
婦"
δ
。。恥。
H
ヨ
。
尉
即
け。
凱
鐸
臼

及

び
債
擢
諸
國
と
協

定

せ

る

『
据
置
協
定
』
。。
齢崖
影
一言
き
蓉
B
日
。
昌

は
、
ド
イ

ッ
の
本

位
制
及

び
そ

の
経
濟
を
ば
堪

え
難
き
資

本
同
教

の̀
催
促
及
び
資
本
損

失

に
樹
し

て
安
定

に
守
る
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
弦
、
ま
た

一
利

子
支
擁

及
び
員
債
償
却
方
法
を

ば
國
際
貸
借

の
支
梯
勘

定
に

封

し
、

て
合

理

的

な

關

倭

置

く

様

に

し

や

-

5

・

'
、

豪

畳
.

、
斯

く

て
、

へ今
日
、
信
用

の
方
面
犀
於

い
て
も

、
ド

イ
ヅ

は
、
ド
イ
ッ
維

濟

の
自
立
性
を
再
び
創

レ
出

し
、
.
國
際
資
本

の
移
動

に

.

よ

つ
て
生
す

る
國
際

的
信
用
關
係

の
不
安
か
ち
起

り
得

る
掩
鼠

の
危
瞼
を

排
除

し
て
景
氣

の
國
際

的
關
聯
性
を

否
定

せ
ん

と
す

る

の
立
輩

立

つ

看

る

の
零

渇
。
略

㌔

・

'

～

・

.
β、

孟
;
潔'X

;

:

「

F

X

「
等

,

r

舶

∵
}

}∴

'

,
と
と

ろ

容
、
國
際
的
な
商
品
移
動
ど

費
本
移
動

と

の
間

に
は
聯
關

が
存

す
る
も

の
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
ぱ
維

持
ざ
れ
な
け
れ
ば

な

ら
な
,い
の
で
あ

る
。
、経
験

に
ょ
る
ど
、
如

何

な
る
資
本

輸
醜
國

に
あ

つ
て
も
、

以
前

に
な
ざ
れ
た
輸
墨
費
本

に
よ
つ
で
設

定

さ

れ

た
科

子
及
び
償
還

分
綜
、
絡

に
は
新
…な
る
資
本

の
輸
出

よ
り
も
亘
額
と
な

る
℃

か
冨

る
時

期
に
は
、鑓
國
際
的
資
本
關
係

の
錯
}綜

は

、
債

棲
國

に
於
け
る
商
贔
輸
入

の
増

大
を
絶
封

に
必
要
と
す
る
。
然
る

に
、
ハ若

し
債
櫻
國

が
、
.そ
れ

に
も
拘

ら
す
保
護

關
税

に

2)Eicke,WarumAussenhandel?Ig38.S .76.

3)Dr・WernerVS'ilmam)s,Devisenwirtschaft--Warum undWie?Berlin.Ig38.



複
り
.潅
泊
遡
の
貿
易
搾
ラ
ツ
ズ
を
改
善
港
ん
と
す
る
な
ち
ば
、
そ
れ
は
汎
ゆ
る
世
界
経
濟
的
關
聯
を
極
度
め
混
齪
に
導
か
な
け
れ

ば
な
ち
な
や
や
關
税
の
保
護
臓
、瓢
十
中
の
弧
九
國
際
的
債
務
の
決
濟
髪
ぼ
純
粋
な
る
貨
幣
で
行
は
も
め
る
ゆ
法
外
に
上
る
金
逡
附

の
結
果
乏
ん
て
ジ
信
用
膨
脹
め
危
瞼
が
債
灌
國
を
脅
か
す
b
と

れ
に
反
し
て
、
債
務
國
は
本
位
制
度
の
危
急
に
迫
あ
れ
る
汐

～

か
く
て
、譜
債
務
給
付
の
邊
附
が
如
何
忙
行
は
筒
」
に
せ
よ
、
そ
れ
顔
債
権
國
の
保
護
關
税
主
義
に
よ
つ
て
困
難
な
ち
し
あ
ら
れ

る
限
り
、
貿
易
の
分
身
に
於
か
て
も
当
ま
た
資
本
の
分
野
に
於
い
て
も
、
世
界
経
濟
の
關
聯
は
動
揺
を
來
し
、
狭
く
な
つ
て
行
く

傾
向
が
あ
る
ゆ
世
界
市
場
の
こ
の
損
傷
は
、
疑
も
な
く
ひ
世
界
輕
濟
の
組
織
た
於
け
る
病
患
の
最
悪
の
結
果
で
あ
る
ゆ
と
云
ふ
の

は
、
吾
々
が
過
剰
生
産
と
名
づ
け
て
居
る
現
象
の
根
源
信
實
に
批
庭
に
在
る
の
で
あ
る
か
汐
。

結

、

言

、

ニ
ワ
ー
ザ

マ
ン
博
士
は
日
ふ
、

「
理
想
的
な
極
限
的
な
場
合
に
於
け
る
完
全
な
る
宿
由
輕
濟
に
景
氣
攣
動
が
起
り
得
な
い
と
す
る

ラ

な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
七
様

に
完
全
な

る
計
劃
維
濟

に
も
原
則
上
不
可
能

で
あ
都
」
と
。

〆
し

か
し
乍
ら
、
實
際

に
於
い
で

、
完
全
な

る
目
由
競
孚

の
就
會

が
存
在
し
な

い
と
同
様

に
,
強
権

が
最
高

の
指
揮
監
督
を
行

ふ
様
な
完
全
な

る
計
劃
経
濟
も
亦
永
遠

に
存
在

七
得
な

い
で
あ
ち
う
。
自
由

牧
釜
維
濟

(
自
由
維

濟
)

に
於

い
て
も
、
㌧維
濟
要
素

(
賃
銀

、
債
格
、
生
産
等
)
ほ
非
常

に
異
れ

る

弾
力
性
を
有

し
、
一從

つ
て
完
全

に
競
争
め
自
由
な

る
経
濟

に
於
い
"て
も
亦
、

こ
れ
ら

の
諸
攣
動

は
必
す
し
も
調
和
を
保

つ
て
居
る

も

の
で
健
な

い
。

こ
れ
ほ
、、
直
ち

に
恐
慌
を
惹

き
起
す
原
園

で
は
な

い
が
冷
恐
慌
成

立

の
前
提

で
あ
る

P
事
實

、
、
今

日

に
至

る
ま

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

二
九

4)Wagemann,S。353-356.
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」き
ト,喉
鑓

煮
…

轡

ぎ
錘
.、㌔
一

β
の

三
〇

麺
の
資
本

主
義

臓
景
氣
攣
動
を
繰

ψ
返

へ
し

つ

ム
自

ち
成
長
も

て
來
た
。
㌦
そ
れ
が
蓉

恐
慌
理
論

の
研
究
封
象

と
な

つ
た
も

の
で
φ

葛
汐

叉
艶

統
欄

欲
望
経

濟

癒
計
劃

輕
濟
Y
に
於

い
りて
、
r固
定

せ
ゐ
豫
算

¢
よ

つ
て
維
濟
行
爲
を
拘

凍
す

る
事

弦
♂
假
令
そ
れ

が
経

濟
計
算

を
實
際

土
顧
慮

せ
為
乏
欲
し

て
も
ビ
、
に
れ

を
水
も
洩

ち
さ
ぬ
様

に
完
行
す

る
事

弦
概
も

竃
許

さ
れ
な

い
で
あ
ち
う
。
一

∴
統
制
孜
盆
経

濟

(
統
制
維
濟

)
な

、
「
官
由
輕
.濟

潜
唯
程
度

よ

の
相
異
堂

も
つ

に
過
を
蹴

い
が
冷
原
則

上
そ
れ

と
は
全
く
別
な
組

わ

織
形
態
で
あ
る
っ」
・
此
の
統
制
経
濟
K
於
M
て
は
、
自
由
経
濟
の
最
も
重
要
な
調
整
器
た
ゐ
債
格
が
統
制
せ
ち
れ
、
質生
産
走
消
費

と
愛
適
舎
壱
せ
る
自
動
性
が
完
全
に
改
攣
せ
ら
れ
て
居
る
。
し
か
七
、
㌧維
濟
的
活
動
ρ
播
ひ
手
は
原
則
込
も
て
個
人
で
あ
ウ
ジ
私

有
財
産
及
び
個
人
の
創
意
が
認
め
ら
れ
て
居
る
限
り
に
於
い
て
、
生
産
と
消
費
と
の
不

一
致
が
起
り
、
國
民
経
濟
的
均
衡
の
動
猫

す
る
可
能
性
は
、
、先
づ
露
は
に
與

～
む
れ
て
居
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
隔
。

怠
賓
際
の
獣
態
遊
見
る
と
、
個
糟
の
組
織
形
態
が
混
成
し
,メ
存
在
も
丈
居
る
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
混
成
物
は
純
粋
形
態
に
於
け

へ

あ

も

漏
景
氣
態
様
の
翠
純
な
ゐ
組
合
せ
遂
あ
、ち
依
す
も
の
で
は
な
い
。
.璽
ろ
吾
欺
は
斯
か
る
混
成
物
が
特
に
爆
稜
性
を
も
つ
事
、
一及
び

り

特
殊
な
喝
恐
慌

の
危
倹
を
含
箆

で
居
喝
事
潅
知

る
で
⑫

ち
う
ゆ

聞

ー

曜

壱

・

㌔
㍉
ン

"

・

い
コ

ギ
ー

還
れ
故

艇
碧
統

制
輕

潴
の
内
部

起
於

い
超
捲
抽
姻吾

羅
侭
景
氣

㊧
攣
動
セ
見

萢
こ
と
が
拙
來

る
ゆ
現

に
e
ず

窓
勘
語鱈

於

いい
いて
uは

h
國
家
景
氣
』
"込
悉
弦
れ

ゐ
賂
景
氣

が
玄
配

幽

て
居

ゐ
。
・若

し
悉

漕
統

制
維

濟
そ
れ
自
盟

が
、
∴
全
《
景
氣

現
象

と
無
關
係
な
も

の

饗
歯

る
な
ち
繧
?
薫
れ
さ
國
際

的
景
氣
關
聯

轟
の
問
題

が
提
起

せ
ち
れ

て
も
、
、.そ
れ
は
何
等

の
意
義

も
な

逼
事
な

の
で
あ

る
。
ヤ凝

が
e
統

制
輕
濟

の
序

κ
於

い
て
も
留
攣

化
せ
る
衣
を
纏

ρ
羅
景
氣

現
象

は
依
然

と
し

て
存
在

す

る
の
で
あ
る
。

・
・

気

～・

2)Ebenda,S.50.

3)K・Muhs,9P・citelS.54.e

4)Wagemaロn,OP.cit.,S。54.



ズ
噺
鎌
に
轟
ズ
ジ
競
制
維
濟
乏
國
際
的
景
氣
關
聯
乏
の
問
題
が
と
〃
あ
げ
あ
れ
る
事
も
可
能
乏
な
る
。

'

;

,ー

紅
郵

∴
薪
も
民
構
域
せ
ち
燕
売
餐
璽
ツ
の
統
制
維
濟
の
秩
序
の
申
に
於
い
て
、・績
潴
形
成
は
最
早
需
要
供
給
の
交
互
作
用
に
直
接
關
聯

を
も
つ
も
の
で
は
激
肋
。洞
賃
銀
の
決
定
は
♪
階
級
圖
争
に
依
存
す
る
も
の
で
魁
な
く
、
叉
榮
働
市
場
の
需
給
關
係
に
委
さ
れ
て
居

る
も
の
で
適
な
埜
。

葬そ
れ
が
榮
働
管
理
官

目
儲
魯
ぎ
島
窪
ム
自

》
ま
漁錠

に

一
任
さ
れ
て
居
る
の
は
、
、債
格
形
成
が
便
格
形
成
委

潰

費
鉱
ωざ
石
鴬
置
い禰

の
手
耽
攻
る
の
と
軌
を

一
に
す
ゐ
。
豪
氣
め
動
揺
に
封
し
て
決
定
的
な
力
を
も
つ
投
資
は
冷
最
早
便
絡
の
攣

働
と
伽
個
沸
の
企
粟
塚
の
肩
由
裁
量
と
か
に
從
ふ
も
の
で
繧
な
い
っ
そ
れ
は
、
今
や
國
家
的
な
投
資
統
制
に
支
配
せ
ち
れ
轟
過
剰

投
資
ψ
危
瞼
蝉
資
本

の
誤
用
が
制
限
せ
ち
れ
得
ゐ
檬
に
な
り
鞄
9
農
業
統
制
は
最
も
徹
底
的
に
行
は
れ
て
び
薪
し
い
秩
序
を
展
開

↓
て
居
ゐ
。齢葦
な
、・樹
掛
脛
濟
的
關
係
は
こ
全
く
申
央
的
統
制
に
委
ね
ら
れ
、
世
界
市
場
の
側
か
ら
の
蝿
齪
か
ち
或
る
程
度
ま
で

慧
漸
せ
ち
れ
て
居
ゐ
汐
仮
樹
に
2
ド
イ
ッ
が
他
の
諸
國
の
景
氣
に
樹
し
て
支
配
的
な
力
左
振
ふ
鹸
勉
も
縮
少
注
れ
て
し
ま
り
た
汐

本
泣
制
度
滋
∵
圃
襟
的
金
本
位
制
之
云
ふ
官
動
的
な
も
の
か
ち
離
脱
し
て
、
世
界
市
場
債
格

ゆ
他
國
の
爲
替
相
場
及
び
金
準
備
の

攣
動
乏
は
無
關
係
な
自
立
的
本
位
制
を
創
り
出
し
、
そ
れ
を
國
家
灌
力
に
よ
つ
て
自
國
の
國
民
経
濟
の
需
要
に
弾
力
的
に
適
鷹
さ

せ
る
檬
に
す
ゐ
事
を
絵
儀
な
く
せ
ら
れ
た
ρ
資
本
市
場
は
、
國
際
資
本
移
動
の
外
部
に
立
ち
、
專
ら
國
家
の
需
要
の
た
め
に
奉
仕

す
る
も
の
壱
化
し
て
t
ま
つ
た
。
そ
の
性
質
上
過
去
に
於
い
羅
多
数
の
恐
慌
の
助
産
婦
の
役
目
を
つ
と
め
た
信
用
制
度
は
鴇
か
く

て
、
遡
際
的
な
縫
れ
合
ひ
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
'1
総
統
の
監
硯
及
び
指
導
に
守
ら
れ
た
新
秩
序
の
申
に
於
い
て
そ
の
機

能
を
果
し
つ
曳
あ
る
。
～

`

嗣

へ'

ヂ

、

:

£

'
・

}

・

統
制
糧
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

ゴコ



∵

身漕

㌦

ブ

4
占

丁

`

鉤

三

並

・い既
渠
第
一
章
絶
蓮
ぺ
た
檬
に
、
景
氣
の
國
際
的
傅
播
は
,
経
濟
的
傳
播
の
途
及
び
肚
會
心
理
的
傳
播
の
途
を
辿
る
の
で
あ
る
。

署

々
は
冷
浸
℃
起
建
造
せ
ら
れ
た
豆
大
な
る
交
易
維
濟
と
云
ふ
建
築
物
を
想
定
す
る
。
さ
う
す
る
と
、「
下
イ
ツ
の
経
濟
が
そ
の
薪

な
ゐ
構
械
を
遡
t
て
」
そ
の
昔
の
交
易
維
濟
的
建
物
か
ら
汎
ゆ
る
犬
歯
を
取
り
除
い
て
し
ま
つ
た
」
實
況
を
あ
診
〈

と
眼
前
に

冤
せ

つ
け
あ
れ
鞄
様
な
慈

じ
が
す

る
。
、
從
り
で
つ
そ
之

に
は
第

こ

の
途
た

る
心
理
的
傳

播

の
展
開
さ
れ
る
基
礎

が
欠
如

し
て
居
滋

導

に
な
渇
℃

し

レ

:

:

"

:

叉

錘

∴

、

一

・

}

.

鮨

r

弓

'
斯

×

の
即
《
考

A
縄
葛

の
ね

鍵
吾

隣
が
ぴ
ヨ
ツ

恋
現
在
行
は
れ

て
居
る
統

制
的
措
置
が
何
等
の
妨

げ
な

し
に
實
践

ぜ
ら
れ
つ

店

あ
る
と

の
想
定

の
犀
忙
於
節

て
硬

あ
る
⑩
七
か
も
、
現
實

の
委

は
℃
れ

と
は

い
さ

、
か
異
る
。
『
闇
相
場
』
と
云

ふ
檬
な
も

の
が
絶

樹
北
癒

塾
と
は
云

へ
激

塾
⑳

統
制
め

綱

の
唱
を
く

彊

つ
て
資
本

の
國
境
越
も
敢
行

さ
れ

て
居

る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ

に
も
拘

ら

争
、

告嚇
制
凝
濟
守

の
ヅ
吋
ツ
は
自
・掬

標
的
な
景
氣
關
聯

に
於

跡
て
比
較
的
無
關
係
な
歌
態

に
置

か
れ

て
居

る
。

こ
れ

は
、
軌
ギ
イ

ツ

の
錨

ゆ
姻
際

納
景
粛
瀾
聯

が
著

ん
《
弛
緩

し
て
居

る
事

を
指
稽
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
決

し

て
そ
れ
が
皆
無
と
な

つ
た
事
を
意
味

身

ゐ
鐸
牽
は
な
脳
汐
汰
盈
、
、
鴬
れ
を

ア
汐
汐

ル
キ
ー

化

(》
葺
礪
押
蔵
6芒
轟
〉
乏

呼

ぶ
。

ア
ゥ

汐
ル
キ

ー

(諺
再
暮
転
。Y
は
、
元
來
、

ギ
刃

シ
ヤ
語

で

『
偵

う
満
混
げ

ゐ
亡
走
』
『
満

、ち
足
れ

ゐ
こ
壱
』
を
意
味
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
今

H
吾

々
が
醤

ζ
れ
を
使
用
す

る

蒔

に
臓
如
何

な
ゐ
國
襟
瀾
係

距
も
油
離
脱
t
売
國

民
維

濟
を
意

味
す
る
必
要
は
な

い
。

そ

の
檬
な
事
は
、
恐
ら
く
決
し

て
到
達
さ

の

れ
激

い
で
あ
ち
う
。
ピ
具
髄
的
關
係

に
於
演
淀

は
、
ゾ

燐
バ
ル
ト
の
嚢
ふ
が
如
べ
、
諸

外
國
と

の
關
係

に
絶
封
的

に
は
依
存

し
て
居

な

覇
鎌

な
遡

民
維
濟
を

7
ウ
ク

ル
舜
4
逡
呼
ん
絶
然

る
可
き

で
あ

ら
う
。
・斯

か
る
意
味

に
於
け
る
ア
ウ

タ
ル
キ
ー

は
、
封
外
的
關

5)K・Muhs,Deutschlandunddien義chsteWirtschaftskrise・1938・S。79.

6)W・Sombart,DeutscherSozialismus・S・
,287・



係

に
於

い
て
は

『
封
鎖
的
嚢
展
主
義
』
【を
探
る
も
の
で
あ

る
。
輸
入
は
出
來

る
だ
け
制

限
し
防
遇
す
る
が
、
輸
出
増
進

の
た

め
に

ノ

櫨
大
量
と
な

つ
て
居
る
各
國

の
現
欺
を
想

ひ
併

せ
る
な
ら
ば
、
そ

の
闘

の
浩
息
を
容

易

に
理
解
し

得

る
で
あ
ち
う
。
從

つ
て
、!
國

際

的
範
園

に
ま

で
及

ぶ
商
品
及
び
資
本

の
移
動
が
全

く
排
除

せ
ら
れ

て
居
る
諜

で
は
な

い
。
例

へ
ば
商
品

に
就

い
て
見

る
と
ハ
國

内

で
は
全
般
的
な
債
格
統
制

が
行

は
れ
て
居
る
け
れ

ど
も
、
外
國
取
引
商

品
は
そ

の
例
外
と
さ
れ
て
居

る
。
そ
れ
は
、
外

國
市
場

の
債
格
關
係
と
ド
イ

ツ
が
繋
が
り
を
持

つ
事

を
あ
ら
は
す
。

だ
が
、
そ
れ

は
自
由
奔
放
な
塵
力
を
國
内

の
債
格
組
織

に
封
し

て
加

へ
る

亡
と

の
出
來

る
も

の
で
は
な
く
、
し
か
も
雨
者

の
關
係

は
ド
イ
ツ
た

於

い
て
は
秩
序
付

け

ら

れ

て
居
る

の

で

あ

る
。
從

つ

て
、
諸

外
國

の
景
氣

の
影
響
を
蒙

る
ζ
と
は
僅

少
で
あ
り

、
そ

の
景
氣

は
猫
自

の
カ
ー
ヴ
を
描

い
て
襲
展
し

て
居
る
。
斯
様
な
状

態

で
あ
る
か
ら
、
若

し
も
吾

々
が
個

々
の
強
國

に
於
け
る
景
氣

の
蓮
動
を

研
究
す

る
な

ら
ば

、
吾

々
は
そ
れ

ら
め

差
異

の
方

が
近

・

似

よ
り
も
大

で
あ
る
事
を
見
出
す
。
殆
ん
ど
到
る
塵

に
於

い
て
、
政
府

の
干
渉
は
所
謂

「
自
然

的
」
景
氣
攣
動
運
動

と
多
少

と
も

に
ド

わ

不
可
分

に
漣

れ
合

づ
で
居
る
。
政
治

が
維
濟

の
指
導
標
を
そ

の
掌
中

に
握

り
、
維
濟
は
そ

の
自

主
性
を
失

ひ
輩

に
政
治

の
行

は
れ

る
場
と
な

つ
て
居

る
。

(
一
九
三
九
・
五

・
三
〇
)

正
誤

三

一
頁

四
行

目

,

。昌

鋒
臼
o
H
に
・
日
お
§
弩
山
霞

の
誤
り

に

つ
き
鼓

に
訂

正
す
o

統
制
経
濟
と
國
際
的
景
氣
關
聯

(高
橋
)

三
三

7)"MagazineofW滅1-Streeゼ,ガ23・6.1934。




